
住民基本台帳　（前月比）
計 41,844 （－35）
男 19,810 （－16）
女 22,034 （－19）

世帯数 18,027 （　－6）

※65歳以上人口
計 14,657人  男 6,349人  女 8,308人

平成30年１月１日現在
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新たな門出！新たな門出！新たな門出！



　成人式当日に撮影した記念写真・スナップ写真を収録したDVDは当日出席された新成人の皆さんに
２月下旬に郵送します。

新成人の皆さんへ

　１月３日、鴨島公民館江川わくわくホール
において、平成30年の成人式が開催され、
新成人316人が出席しました。
　中学時代の恩師からのビデオメッセージが
上映された後、ピアノ演奏に合わせ出席者全
員で「キセキ」を合唱しました。
　式典では、市長や来賓の方々の祝辞を受
け、新成人を代表して槇納七彩さん（鴨島
町）が、「仲間と共に協力すること、これか
ら出会うたくさんの人とのつながりを大切に
すること、周りに感謝することを忘れず、成
人としての人生の新たな一歩を本日ここに踏
み出します。」と決意を述べました。

まき の なな せ

成人おめでとう！！成人おめでとう！！
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第64回徳島駅伝
　
１
月
４
日
か
ら
３
日
間
、
新
春
恒
例
の
徳
島
駅
伝
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
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昨
年
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位
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っ
た
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野
川
市
選
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団
は
、
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入
賞
を
め

ざ
し
て
３
日
間
、
懸
命
に
た
す
き
を
つ
な
ぎ
ま
し
た
。
　

　
結
果
は
、
昨
年
と
同
じ
10
位
で
し
た
が
、
入

賞
ま
で
の
タ
イ
ム
差
は
大
幅
に
縮
ま
り
次
回
以

降
に
期
待
が
持
て
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
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な
お
、
今
大
会
で
は
経
験
豊
富
な
一
般
勢
お
よ
び
高
校
生

の
活
躍
が
目
立
ち
、
そ
の
中
で
も
大
倉
秀
太
さ
ん
（
日
本
薬

科
大
）
が
敢
闘
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
チ
ー
ム
と
し
て
は
、
１
日
目
の
敢

闘
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
選
手
の
皆
さ
ん
の
奮
闘
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

一致団結、
　思いをつな

ぐ！一致団結、
　思いをつな

ぐ！一致団結、
　思いをつな

ぐ！

第64回徳島駅伝



第64回徳島駅伝
　
１
月
４
日
か
ら
３
日
間
、
新
春
恒
例
の
徳
島
駅
伝
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
昨
年
10
位
だ
っ
た
吉
野
川
市
選
手
団
は
、
８
位
入
賞
を
め

ざ
し
て
３
日
間
、
懸
命
に
た
す
き
を
つ
な
ぎ
ま
し
た
。
　

　
結
果
は
、
昨
年
と
同
じ
10
位
で
し
た
が
、
入

賞
ま
で
の
タ
イ
ム
差
は
大
幅
に
縮
ま
り
次
回
以

降
に
期
待
が
持
て
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
今
大
会
で
は
経
験
豊
富
な
一
般
勢
お
よ
び
高
校
生

の
活
躍
が
目
立
ち
、
そ
の
中
で
も
大
倉
秀
太
さ
ん
（
日
本
薬

科
大
）
が
敢
闘
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
チ
ー
ム
と
し
て
は
、
１
日
目
の
敢

闘
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
選
手
の
皆
さ
ん
の
奮
闘
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

一致団結、
　思いをつな

ぐ！一致団結、
　思いをつな

ぐ！一致団結、
　思いをつな

ぐ！

第64回徳島駅伝



●問い合わせ　市議会事務局　☎22−2241　FAX22−2242

　

12
月
22
日
、
市
役
所
本
会
議

場
で
吉
野
川
市
高
校
生
議
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

高
校
生
議
会
に
は
、
吉
野
川

高
校
と
川
島
高
校
か
ら
19
人
が

出
席
し
、
そ
の
中
か
ら
正
・
副

議
長
を
選
出
し
、
実
際
の
議
会

と
同
じ
運
営
で
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
高
校
生
議
員
各
校
５

人
が
市
政
に
対
し
一
般
質
問
を

行
い
、
質
問
内
容
に
応
じ
て
市

担
当
職
員
が
答
弁
に
立
ち
ま
し

た
。

○吉野川市ふるさと納税返礼品
○少子高齢化対策
○藍染めプロジェクト
○SNSを利用した吉野川市のPR方法
○「阿波すず香」関連商品
○高校生への医療費助成
○エシカル消費の推進
○人が集まる場所の建設
○吉野川市の観光
○商店街の活性化

高校生議員の質問は次のとおりです。

協定を交わした桐野学長（写真左）と市長

　12月20日、本市と徳島文理大学はそれぞれが有する資源を結集し、包括的な連携・協力を推進すること
によって、地域の人材育成、地域課題の解決及び地域の再生・活性化に取り組み、地域社会への貢献に寄
与することを目的に連携協定を締結しました。
　これまでも徳島文理大学は、美郷地区において「高開の石積み」の測量や研究などを行い、地域住民の
方と交流を進められてきました。
　今後は、この協定を基に市内全域を対象に地域の課題解決や活性化の取り組みをともに行います。

徳島文理大学と地域貢献に関する
包括連携協定を締結

市政に届け！　高校生の声　高校生が議会で生討論

●問い合わせ 市総務課　☎22－2231　FAX22－2244

自治会はこんな活動をしています！

　このほかにも、老人クラブや青少年育成団体、子ども会など、地域で活動する各種の団
体と連携・協力し、福祉や青少年の健全育成、子育て支援などに取り組んでいます。

●情報の伝達
　身近な市内の情報や、生活に欠かせ
ない市からのお知らせなどを、回覧板
などでお知らせしています。
●親睦行事の開催
　住民同士が交流し、楽しむ機会をつ
くるため、さまざまな行事を開催して
います。
●防犯・防災活動
　市内への街路灯（防犯灯）の設置や、
いつ起きるか分からない災害に備えた
防災活動などを行っています。
●生活環境の向上のための活動
　清潔で快適なまちをつくるため、道
路や公園の清掃などを行っています。
●地域の課題への対応
　地域の課題についてみんなで考え、
必要に応じて行政などと連携し、解決
に努めています。

安心・安全で、快適に暮らせる住みよいまちを一緒につくりませんか

　自治会は、地域の住民がつくる自治組織です。さまざまな活動を通じて、安心・安全
で、快適に暮らせる、住みよいまちづくりに取り組んでいます。

自治会に加入しましょう自治会に加入しましょう自治会に加入しましょう

徳島文理大学と地域貢献に関する
包括連携協定を締結

●問い合わせ　市企画財政課　☎22−2221　FAX22−2244
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平成29年度 吉野川市人事行政の運営等の状況のお知らせ平成29年度 吉野川市人事行政の運営等の状況のお知らせ

（１）人件費の状況　（平成28年度一般会計決算）

※平成28年度一般会計における市の歳出に占める人件費
の割合を示しています。人件費とは、一般職員の給料、
諸手当、共済費、退職手当負担金などのほか、特別職の
市長、議員などの給料、報酬などを含んでいます。
・平成29年４月１日現在の住民基本台帳人口／ 42,128人
・対象期間　平成28年４月１日～平成29年３月31日

（２）職員給与の状況
　（平成29年度一般会計予算から抜粋）

※この図は、平成29年度一般会計当初予算に計上された
給与費の内訳構成を示しています。
・職員１人当たりの給与費は6,232千円です。

一般会計決算
歳　 出 　額
196億6,126万円

一般会計当初予算
職員給与費
22億4,997万
5千円

人件費
34億219万3千円
17.3%

人件費
34億219万3千円
17.3%

平成28年度

人件費以外
162億5,906万7千円
82.7%

人件費以外
162億5,906万7千円
82.7%

14億4,203万4千円

平成29年度期末・勤勉手当
5億8,348万
4千円

職員手当
2億2,445万7千円

給　料

期末・勤勉手当
5億8,348万
4千円

2　職員給与の状況 1　職員の任免および職員数に関する状況

（１）職員採用の状況（平成29年４月１日）
・新規採用職員　　14人（一般行政事務等）
・派遣職員（併任）　4人

（２）職員の退職状況
（平成28年４月１日～平成29年３月31日）

内　訳 職員人数 内併任職員人数
定 年 退 職 10 人
勧 奨 退 職 ２人
普 通 退 職 ３人 県 職 員  ２人 

計 15 人 計 　　２人　　　

（４）年齢別職員数の状況（平成29年４月１日現在）

（３）部門別職員数の状況（平成29年４月１日現在）

区　分
部　門

職員数 対前年
増減数 主な増減理由平28 平29

一　

般　

行　

政　

部　

門　

議 会 事 務 局 4 4 0
防 災 局 6 6 0
総 務 部 63 62 △ 1 推進体制の見直し
市 民 部 60 59 △ 1 推進体制の見直し
健 康 福 祉 部 102 109 7 推進体制の見直し
産 業 経 済 部 20 22 2 推進体制の見直し
建 設 部 33 32 △ 1 推進体制の見直し
選 挙 管 理 委
員 会 事 務 局 2 2 0

農業委員会事務局 3 3 0
監 査 委 員 事 務 局 2 2 0
会 計 課 6 6 0
小 計 301 307 6

教育
部門

教 育 委 員 会 57 53 △ 4 推進体制の見直し
小 計 57 53 △ 4

公営
企業
等

部門

経 営 企 画 課 6 6 0
上 下 水 道 課 16 15 △ 1 推進体制の見直し
国 民 健 康 保 険 13 13 0
介 護 保 険 8 8 0
小 計 43 42 △ 1

合　　　　　計 401 402 1
※県職員４人を含む。
　教育委員会の職員数は、教育長を除く。

（単位：人）



（３）職員の平均給与月額及び平均年齢の状況
（平成29年４月１日現在）

給料 329,493円 職員手当 27,035円

給料 321,395円 職員手当 9,710円

給料 348,908円 職員手当 16,446円

一般行政職
298人

教育関係職
21人

技能労務関係職
39人

331,105円（42.1歳）

365,354円（50.4歳）

356,528円（42.4歳）

※この図は、平成29年度当初予算に計上した一般会計の給与の
平均額を職種別に表しています。

（給与とは、基本給である給料と職員手当を合わせたものです。）

（４）職員の初任給の状況（平成29年４月１日現在）

区　　　分
吉野川市 国
初任給 初任給

一般行政職
（大卒） 178,200円 178,200円
（高卒） 146,100円 146,100円

（５）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況
（平成29年４月１日現在）

区　　分 経験年数　
10年～ 14年

経験年数　
15年～ 19年

経験年数　
20年～ 24年

一 般
行政職

（大卒） 278,000円 332,000円 370,500円
（高卒） 257,500円 315,100円 341,700円

区　　分 経験年数　
25年～ 30年

経験年数　
30年～ 34年

経験年数　
35年以上

一 般
行政職

（大卒） 392,900円 413,900円 420,600円
（高卒） 368,100円 398,300円 415,300円

（６）一般行政職の級別職員数の状況
（平成29年度一般会計予算書から抜粋）

区分 標準的な職務 職員数
（人）

構成比
（％）

参考構成比（％）
平成28年度

７級 部長又は次長の職務 17 6 6
６級 課長又は主幹の職務 40 13 13

５級
１課長補佐の職務
２困難な業務を行う係長又

は主査の職務
79 27 28

４級 係長又は主査の職務 70 23 20

３級
１事務主任の職務
２特に高度の知識又は経験を
　必要とする業務を行う職務

30 10 13

２級
定型的な業務を行う職務

33 11 11
１級 29 10 9
計 298 100 100

（７）特別職の報酬等の状況（平成29年度）

区分 給料月額等 期末手当４月１日現在

給
料

市　長 900,000円

６月期　1.55月分
12月期　1.70月分
　計　　3.25月分

副市長 720,000円
教育長 649,000円

報
酬

議　長 430,000円
副議長 380,000円
議　員 350,000円

●政務活動費（議員の調査研究に資するために必要な経費）
　交付対象：会派に対して交付（条例第２条）
　交付金額：月額２万５千円×会派に所属する議員数（条例第３条）
　※年度末において残額があった場合は、返還（条例第８条）

（８）職員手当の状況（平成29年度）
●期末・勤勉手当

期末手当 期末手当
６月期 1.225月分 0.850月分
12月期 1.375月分 0.950月分

計 2.60月分 1.80月分
加算措置 ・職制上の段階、職務の級等による加算措置あり

●住居手当
区分 支　給　金　額

借　家

借　間

・月額23,000円以下の家賃等を支払ってい
る職員。

　（家賃額から12,000円を控除した額。）
・月額23,000円を超える家賃等を支払って

いる職員。
　（23,000円を超える額の1/2に11,000円を加

えた額。）
　（最高支給限度額27,000円）

●退職手当
自己都合 勧奨・定年

勤　　続　20　年 20.44500月分 25.55625月分
勤　　続　25　年 29.14500月分 34.58250月分
勤　　続　35　年 41.32500月分 49.59000月分
最 高 限 度 額 49.59000月分 49.59000月分

●扶養手当 
支給月額

配 偶 者 10,000円
子 8,000円

16歳～22歳の子の加算 5,000円
父 母 等 6,500円

※職員に配偶者がない場合には、子のうち１人につい
て10,000円を支給

　職員に配偶者及び扶養親族たる子がない場合には、
父母等のうち１人について   9,000円を支給

●通勤手当 
支給月額

自動車等を使用し通勤距離が２キロメートル以上の
ものに支給される。

２㎞～ ５㎞未満　
５㎞～ 10㎞未満
10㎞～ 15㎞未満
15㎞～ 20㎞未満
20㎞～ 25㎞未満
25㎞～ 30㎞未満
30㎞～ 35㎞未満
35㎞～ 40㎞未満
40㎞～ 45㎞未満
45㎞～ 50㎞未満
50㎞～ 55㎞未満
55㎞～ 60㎞未満
60㎞以上　　　　

　2,000円
　4,200円
　7,100円
10,000円
12,900円
15,800円
18,700円
21,600円
24,400円
26,200円
28,000円
29,800円
31,600円



●特殊勤務手当
年　　度 平成28年度

手 当 支 給 職 員 数　　　　　　　　　　　　　　37人
支　 給　 総　 額　　　　　　　　　　　　　　1,951千円
職員１人当たりの平均支給額　　　　　　　　　　　　　　52,729円
手　 当　 の　 種　 類　　　　　　　　　　　　　　８種類

代
表
的
な
手
当

名　　称 支給対象

市税事務従事手当 市税及び税外収入の徴収
に従事する職員

ケースワーカー業務
従事手当

福祉に関する業務に専ら
従事する職員

清掃業務従事手当 ごみ収集業務等に従事す
る職員

汚水処理作業従事手
当

汚水処理業務に従事する
職員

感染症防疫等業務従
事手当

感染症等防疫業務に従事
したとき

行路病人・死亡人取
扱業務従事手当

行路病人・死亡人の取扱業
務に実地に従事したとき

基準日 平成29年４月１日現在
一般行政職 101.1

※ラスパイレス指数は、国家公務員の給料を100とした場合の
市職員の給与水準を示したものです。

（９）国との給料月額の水準比較
　　（ラスパイレス指数）の状況

3　職員の勤務時間その他の勤務条件の状況

（１）勤務時間の状況（平成29年度）

勤　

務　

時　

間　

な　

ど

本庁などの場合
　月曜日～金曜日（休日除く）
　　勤務時間：８時30分～ 17時15分
　　（うち休憩時間60分）

保育所・こども園の場合
　月曜日～金曜日（休日除く）
　　勤務時間：７時30分～ 19時00分（うち
　　　　　　　休憩時間60分）までの間で
　　　　　　　７時間45分（時差勤務）
　土曜日（休日除く）
　　勤務時間：８時～ 17時30分（うち休憩
　　　　　　　時間60分）までの間で
　　　　　　　７時間45分（時差勤務）

幼稚園の場合
　月曜日～金曜日（休日除く）
　　勤務時間：７時45分～ 17時00分（うち
　　　　　　　休憩時間60分）までの間で
　　　　　　　７時間45分（時差勤務）

●時間外・休日勤務手当（一般会計決算より）
年　　　　　度 平成28年度

支 給 総 額 86,437千円
職員１人当たりの平均支給額 241,444円

（２）休暇制度の状況（平成28年）
●年次有給休暇

年 次 有
給 休 暇
の 概 要

制　度　概　要 平均取得日数
１年につき20日付与。
現年付与分のみ翌年度
に繰り越し可

12.4日

●育児休業の取得状況
（平成28年度に新たに育児休業を取得した職員数）

区分　
育児休業
取得者数
（人）

育児休業承認期間
３月
以下

３月～
６月以下

６月～
１年以下

１年～１月
６月以下

１年６月～
２年以下 ２年以上

男性職員 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０
女性職員 ８ ０ ０ ２ ４ １ １

計 ８ ０ ０ ２ ４ １ １

4　職員の分限及び懲戒処分の状況

（１）処分者等の状況
（平成28年４月１日～平成29年３月31日）

5　職員の服務の状況

（１）職員服務の基準
　地方公務員法第30条　全ての職員は、全体の奉仕
者として公共の利益のために勤務し、かつ、職務の
遂行に当たっては、全力を挙げてこれに専念しなけ
ればならない。
　以下、第32条から第38条の規定による違反者はあ
りません

（平成28年４月１日～平成29年３月31日）

分限処分 懲戒処分
処分内容 処分者数（人） 処分内容 処分者数（人）

免職 ０ 免職 ０
降任 １ 停職 ０
休職 ０ 減給 ０
降給 ０ 戒告 ０
失職 ０ 訓告（文書以上） ０

区　　分 内　　容 違反者
数（人）

第32条 命令に従う
義務　　　　　　　　　　　

職員は、法令に従い、かつ、上司の
職務命令に従わなければならない ０

第33条 信用失墜行
為の禁止　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

職員は、職の信用を傷つけ、又は職の不
名誉になるような行為をしてはならない ０

第34条 秘密を守る
義務　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

職員は、職務上知り得た秘密を漏らしてはな
らない。その職を退いた場合も同様とする ０

第35条 職務に専念
する義務　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

職員は、勤務時間中、職務に注意力の全て
を用い職務のみに専念しなければならない ０

第36条 政治的行為
の制限　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

職員は、政治的活動等をしてはなら
ない ０

第37条 争議行為等
の禁止　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

職員は、ストライキ等をしてはなら
ない ０

第38条 営利企業従
事制限　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

職員は、営利を目的とする私企業を営み、又は報
酬を得ていかなる事業にも従事してはならない ０
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6　職員の研修の状況

　高度化、多様化する住民ニーズに的確に対応する
ため、職員の資質・勤務能率の向上に努めています。
　昨年度の職員研修の状況は次表のとおりです。

（平成28年４月１日～平成29年３月31日）
研修の名称

（派遣研修）
受講者数

（延べ人） 研修の内容

派遣研修
（徳島県自治研修センター）

（自治大学校）
（市町村アカデミー等）

（徳島県市町村課）

111

1
34

1

法制執務・パソコン研
修・事例で学ぶ民法講
座等
公共政策
課税事務・危機管理・
女性リーダー等
地方財政・地域振興等

職場内研修 941

新規採用職員研修・人
権研修・交通安全研修
コンプライアンス研修・
メンタルヘルス研修

合　　　計 1,088

7　職員の福利厚生及び利益の保護の状況

（１）地方公共団体は、職員の保健、元気回復その
他厚生に関する計画を立て、実施しなければなりま
せん。
　現在市職員に対して適用されている共済制度は、
これに基づき定められた地方公務員共済組合法に
よって徳島県市町村共済組合が制度を運用、実施し
ています。又、職員は一般財団法人徳島県市町村職
員互助会に加入し福利厚生の充実を図っているほか、
健康診断などを行っています。これら福利厚生制度
の主な内容は次のとおりです。

区　　分 内　　　容

共済制度  ● 短期給付＝公務外の病気やケガの
治療、出産、死亡、休業、災害時
の給付

 ● 長期給付＝老後の経済生活を支援
するための給付

 ● 福祉事業＝保健、貯金、貸付など
の各事業

職員互助会

 ● 給付事業＝医療費補助、入院見舞
金、結婚・出産祝金、育児・介護
休業など

 ● 助成事業＝人間・脳ドック、保養
所利用、公的資格取得、文化体育
活動など

職員の保健等に
関すること

健康診断（基本健診、胸部レントゲ
ン検査、肝炎ウィルス検査、前立腺
ガン検査、胃部レントゲン検査、婦
人がん検診、大腸がん健診）

（２）職員が公務中あるいは通勤途上で死亡し、又
は負傷や疾病により障害を負った場合などは、地方
公務員災害補償法に基づきその補償を受けることが
できますが、平成28年度公務災害として申請・認定
された事案は次のとおりです。

（平成28年４月１日～平成29年３月31日）

加入団体 災害認定件数 災害の概要

地方公務員災害
補償基金徳島県
支部

２
アナフィラキシー
ショック
左大腿挫創　　

8　公平委員会に係る業務の状況

（１）公平委員会の概要
　公平委員会は、地方公務員法第７条第２項の規定
により設置されており、その権限は同法８条第２項
において定められております。その主な内容は次の
とおりです。
 ● 職員の給与、勤務時間その他の勤務条件に関する

措置の要求を審査し、判定し、及び必要な措置を
執ること

 ● 職員に対する不利益な処分についての不服申し立
てに対する決裁又は決定をすること

 ● 職員の苦情を処理すること

（２）公平委員会の業務状況
（平成28年４月１日～平成29年３月31日）

業　務　の　種　別 件　数

勤務条件に関する措置の要求の状況 ０　件

不利益処分に関する不服申立ての状況 ０　件

苦情の処理の状況 ０　件
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●問い合わせ
　原付（125㏄以下）・小型特殊…
　軽自動車・軽二輪（250㏄以下）…徳島県軽自動車協会

　小型二輪（250㏄超）……………徳島運輸支局

　市税務課　☎
☎

☎

車種区分 標準税率 軽　　　　課
25％軽減 50％軽減 75％軽減

四輪以上の自家用乗用車 10,800円 8,100円 5,400円 2,700円

例１　平成16年４月～平成17年３月に初度検査を受けた車両　→　平成30年度から適用
例２　平成17年４月～平成18年３月に初度検査を受けた車両　→　平成31年度から適用
例３　平成18年４月～平成19年３月に初度検査を受けた車両　→　平成32年度から適用

平成30年度の税額については、平成29年度と変更ありません。

平成27年度税制改正で実施されたグリーン化特例（軽課）について、特例措置の対象を見直したうえで、適用期限が２年延長されました。
平成29年４月１日から平成31年３月31日までに新規登録した三輪・四輪以上の軽自動車で、排出ガス性能および燃費性能の優れた
環境負荷の小さいものについて、取得の翌年度分に限り軽自動車税が軽減されます。

軽四輪等の税率は下表のとおりです。
。すまりな異が額税てっよに」月年査検度初「）1（※

【軽乗用車】 内　　容 【軽貨物車】 内　　容
電気自動車等 おおむね 75％軽減 電気自動車等 おおむね 75％軽減

平成32年度燃費基準＋30％達成車 おおむね 50％軽減 平成27年度燃費基準＋35％達成車 おおむね 50％軽減
平成32年度燃費基準＋10％達成車 おおむね 25％軽減 平成27年度燃費基準＋15％達成車 おおむね 25％軽減
※電気自動車等：電気自動車および天然ガス自動車（平成30年排出ガス規制適合車またはH21年排出ガス規制に適合し平成21年排出ガス基準値NOｘ10％以上低減車に限る。）
※ガソリン車（ハイブリッド車を含む）は、いずれも平成30年排出ガス基準50％低減達成車または平成17年排出ガス基準75％低減達成車（★★★★）に限る。

車種区分 年　　　　税　　　　額
※（２）旧税率 ※（３）標準税率 ※（４）重課税率

三輪 3,100円 3,900円 4,600円

四輪以上
乗用 自家用 7,200円 10,800円 12,900円

営業用 5,500円 6,900円 8,200円

貨物用 自家用 4,000円 5,000円 6,000円
営業用 3,000円 3,800円 4,500円

※（１）初度検査年月とは、最初の新規検査を受けた年月で車検証に記載されています。
※（２）旧税率は、平成27年３月31日までに初度検査を受けた新車に、初度検査から13年を経過するまで適用されます。
※（３）標準税率は、平成27年４月１日以降に初度検査を受けた新車に適用されます。
※（４）重課税率は、初度検査後13年を経過した軽自動車に対して平成28年度から適用されています。ただし、動力源または内
　燃機関の燃料が電気・天然ガス・メタノール・混合メタノール・ガソリン電気併用の軽自動車並びに被けん引車を除きます。

～軽自動車及びバイク等の所有者の方へ～
　軽自動車税が毎年課税されている車両で、すでに解体または盗難などにより、事実上所有しておらず、何ら
かの理由で廃車手続きも完了していない車両がある場合は、早急に各窓口で申告を行ってください。
　なお、申告にあたってはその内容により手続きが異なる場合がありますので、事前にお問い合わせください。
※軽自動車税は毎年４月１日現在の所有者に課税されます。

●問い合わせ　市税務課　☎

平成30年度　軽自動車税について
①　軽自動車税のグリーン化特例（軽課）について

②　軽四輪等の税率について（グリーン化特例以外）

【軽課を適用した場合の標準税率（例）】

【重課税率が適用される年度】

③　原付や125cc超のバイク、小型特殊自動車について
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吉野川市ホームページ　http://www.city.yoshinogawa.lg.jp

●問い合わせ
　原付（125㏄以下）・小型特殊…
　軽自動車・軽二輪（250㏄以下）…徳島県軽自動車協会

　小型二輪（250㏄超）……………徳島運輸支局

　市税務課　☎
☎

☎

車種区分 標準税率 軽　　　　課
25％軽減 50％軽減 75％軽減

四輪以上の自家用乗用車 10,800円 8,100円 5,400円 2,700円

例１　平成16年４月～平成17年３月に初度検査を受けた車両　→　平成30年度から適用
例２　平成17年４月～平成18年３月に初度検査を受けた車両　→　平成31年度から適用
例３　平成18年４月～平成19年３月に初度検査を受けた車両　→　平成32年度から適用

平成30年度の税額については、平成29年度と変更ありません。

平成27年度税制改正で実施されたグリーン化特例（軽課）について、特例措置の対象を見直したうえで、適用期限が２年延長されました。
平成29年４月１日から平成31年３月31日までに新規登録した三輪・四輪以上の軽自動車で、排出ガス性能および燃費性能の優れた
環境負荷の小さいものについて、取得の翌年度分に限り軽自動車税が軽減されます。

軽四輪等の税率は下表のとおりです。
。すまりな異が額税てっよに」月年査検度初「）1（※

【軽乗用車】 内　　容 【軽貨物車】 内　　容
電気自動車等 おおむね 75％軽減 電気自動車等 おおむね 75％軽減

平成32年度燃費基準＋30％達成車 おおむね 50％軽減 平成27年度燃費基準＋35％達成車 おおむね 50％軽減
平成32年度燃費基準＋10％達成車 おおむね 25％軽減 平成27年度燃費基準＋15％達成車 おおむね 25％軽減
※電気自動車等：電気自動車および天然ガス自動車（平成30年排出ガス規制適合車またはH21年排出ガス規制に適合し平成21年排出ガス基準値NOｘ10％以上低減車に限る。）
※ガソリン車（ハイブリッド車を含む）は、いずれも平成30年排出ガス基準50％低減達成車または平成17年排出ガス基準75％低減達成車（★★★★）に限る。

車種区分 年　　　　税　　　　額
※（２）旧税率 ※（３）標準税率 ※（４）重課税率

三輪 3,100円 3,900円 4,600円

四輪以上
乗用 自家用 7,200円 10,800円 12,900円

営業用 5,500円 6,900円 8,200円

貨物用 自家用 4,000円 5,000円 6,000円
営業用 3,000円 3,800円 4,500円

※（１）初度検査年月とは、最初の新規検査を受けた年月で車検証に記載されています。
※（２）旧税率は、平成27年３月31日までに初度検査を受けた新車に、初度検査から13年を経過するまで適用されます。
※（３）標準税率は、平成27年４月１日以降に初度検査を受けた新車に適用されます。
※（４）重課税率は、初度検査後13年を経過した軽自動車に対して平成28年度から適用されています。ただし、動力源または内
　燃機関の燃料が電気・天然ガス・メタノール・混合メタノール・ガソリン電気併用の軽自動車並びに被けん引車を除きます。

～軽自動車及びバイク等の所有者の方へ～
　軽自動車税が毎年課税されている車両で、すでに解体または盗難などにより、事実上所有しておらず、何ら
かの理由で廃車手続きも完了していない車両がある場合は、早急に各窓口で申告を行ってください。
　なお、申告にあたってはその内容により手続きが異なる場合がありますので、事前にお問い合わせください。
※軽自動車税は毎年４月１日現在の所有者に課税されます。

●問い合わせ　市税務課　☎

平成30年度　軽自動車税について
①　軽自動車税のグリーン化特例（軽課）について

②　軽四輪等の税率について（グリーン化特例以外）

【軽課を適用した場合の標準税率（例）】

【重課税率が適用される年度】

③　原付や125cc超のバイク、小型特殊自動車について

【
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
管
理
や

　
利
用
明
細
の
確
認
を
怠
ら
ず
に
】

　ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
は
商
品
な

ど
の
支
払
い
に
便
利
に
使
え
、
生

活
の
中
で
広
く
浸
透
し
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
で
は
カ
ー
ド
そ
の
も
の
を
持
っ

て
い
な
く
て
も
カ
ー
ド
情
報
だ
け

で
決
済
が
で
き
る
た
め
、
ト
ラ
ブ

ル
も
増
え
て
い
ま
す
。

　ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
か
ら
の
心
当

た
り
が
な
い
請
求
の
原
因
は
①
第

三
者
に
よ
る
不
正
利
用
②
カ
ー
ド

名
義
人
以
外
の
家
族
の
利
用
③
販

売
店
の
決
済
誤
り
④
本
人
の
思
い

違
い
な
ど
で
す
。

　カ
ー
ド
会
員
に
は
、
カ
ー
ド
の

管
理
義
務
が
あ
り
ま
す
。
第
三
者

に
勝
手
に
利
用
さ
れ
た
と
し
て
も

暗
証
番
号
が
わ
か
り
や
す
い
も
の

で
あ
っ
た
場
合
な
ど
は
、
管
理
責

任
を
問
わ
れ
請
求
を
受
け
る
こ
と

が
あ
り
、
注
意
が
必
要
で
す
。

　ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
か
ら
の
利
用

明
細
は
毎
月
確
認
し
、
覚
え
が
な

い
請
求
が
あ
っ
た
と
き
は
、
そ
の

旨
を
す
ぐ
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
に

連
絡
し
ま
し
ょ
う
。

　

問
い
合
わ
せ

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
総
務
課
内
）

　
　
　
　
　
　☎
36－

１
８
４
０

　
　
　
　
　
　℻
22－

２
２
４
４

「消費者ひろば」は、徳島県金融広報委員会の助成金を利用して作成しています。

消
費
者
ひ
ろ
ば

●問い合わせ　吉野川・阿波租税教育推進協議会事務局（川島税務署総務課内）　☎25−5217

平成29年度「税についての作品」（作文・絵はがき・標語）平成29年度「税についての作品」（作文・絵はがき・標語）
　平成29年度「税についての作品」（作文・絵はがき・標語）について、優秀者が表彰されました。
　税についての作品は、租税教育の一環として、税のしくみや役割についての理解を深めていただ
くことを目的としています。
　表彰された方は、次のとおりです。
（作文）

学　　校　　名 学年 氏　　名 各　　　　賞
山 瀬 小 学 校 ６ 三 好 一 輝 （公社）阿波麻植法人会（特選）
飯 尾 敷 地 小 学 校 ６ 四 宮 綾 香

（公社）阿波麻植法人会（佳作）
飯 尾 敷 地 小 学 校 ６ 北　瀬　ひまり
鴨 島 小 学 校 ５ 福 永 京 真
知 恵 島 小 学 校 ６ 逢 坂 愛 唯
山 瀬 小 学 校 ６ 椙　村　明日美
川 島 小 学 校 ６ 中 山 伊 織 吉野川・阿波租税教育推進協議会長賞
県 立 川 島 中 学 校 ３ 濵　口　明日香 全国納税貯蓄組合連合会長賞
山 川 中 学 校 ３ 住 友 利 帆 徳島県知事賞・（公財）全国法人会総連合会長賞
鴨 島 第 一 中 学 校 ２ 梅 村 勇 尽 川島税務署長賞
山 川 中 学 校 ３ 武 田 実 夢 川島税務署管内納税貯蓄組合連合会長賞（特選）鴨 島 東 中 学 校 ３ 渡 辺 あ み
鴨 島 第 一 中 学 校 ２ 山 田 愛 依

川島税務署管内納税貯蓄組合連合会長賞市 立 川 島 中 学 校 ３ 三 木 桃 花
県 立 川 島 中 学 校 ３ 中 西 栞 庸
鴨 島 東 中 学 校 ３ 清 水 咲 里 吉野川・阿波租税教育推進協議会長賞市 立 川 島 中 学 校 ３ 下　地　菜南実
川 島 高 等 学 校 1 塚　本　あやめ 高松国税局長賞
川 島 高 等 学 校 1 今 川 柚 香 吉野川・阿波租税教育推進協議会長賞

（絵はがき）
学　　校　　名 学年 氏　　名 各　　　　賞

牛 島 小 学 校 ６ 國　本　太　一 （公社）阿波麻植法人会（女性部会長賞）
飯 尾 敷 地 小 学 校 ６ 村 上 治 斗 （公社）阿波麻植法人会（特選）
川 島 小 学 校 ６ 桒 原 悠 人 （公社）阿波麻植法人会（入選）
山 瀬 小 学 校 ６ 繁　本　龍太朗 （公社）阿波麻植法人会（佳作）牛 島 小 学 校 ６ 榎 並 可 倫
飯 尾 敷 地 小 学 校 ６ 四 宮 綾 香 吉野川・阿波租税教育推進協議会長賞

（標語）
学　　校　　名 学年 氏　　名 各　　　　賞

森 山 小 学 校 ６ 近 藤 美 都 吉野川市長賞
西 麻 植 小 学 校 ６ 塩 田 結 万 川島税務署長賞
上 浦 小 学 校 ５ 友 成 優 太 吉野川・阿波租税教育推進協議会長賞
市 立 川 島 中 学 校 ２ 多 田 海 乃 四国税理士会川島支部支部長賞
鴨 島 第 一 中 学 校 １ 大 塚 智 昭 阿波麻植間税会長賞

（敬称略）



飛
び
出
し
は　

自
分
も　

相
手
も　

傷
つ
け
る

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》

榎
本　

庄
助
（
飯
尾
敷
地
小
学
校
６
年
）

広報よしのがわに関する問い合わせは市秘書広報課まで
☎22－2203　FAX22－2244

消
防
団
年
末
警
戒

　

12
月
28
・
29
日
、
市
消
防
団
の

年
末
警
戒
が
各
方
面
の
消
防
団
ご

と
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

消
防
団
員
が
消
防
車
や
徒
歩
で
、

市
民
に
火
の
用
心
を
呼
び
か
け
ま

し
た
。

◇
精
績
章

▼
横
田
孝
章
（
川
島
方
面
第
８
分

団
分
団
長
）
▼
瀬
川
勝
之
（
山
川

方
面
第
２
分
団
分
団
長
）

◇
勤
続
章

▼
後
藤
田
委
旦
（
川
島
方
面
本
団

副
団
長
）
▼
佐
藤
清
人
（
川
島
方

面
第
４
分
団
分
団
長
）
▼
迎
康
夫

（
美
郷
方
面
第
３
分
団
分
団
長
）

▼
尾
﨑
行
男
（
美
郷
方
面
第
１
分

団
部
長
）

徳
島
県
知
事
表
彰

▼
西
岡
和
夫
（
鴨
島
方
面
第
７
分

団
分
団
長
）
▼
宮
本
俊
司
（
鴨
島

方
面
第
10
分
団
分
団
長
）
▼
多
田

富
雄
（
鴨
島
方
面
第
11
分
団
分
団

長
）
▼
大
西
一
治
（
川
島
方
面
第

６
分
団
分
団
長
）
▼
長
野
正
（
川

島
方
面
第
７
分
団
分
団
長
）
▼
木

屋
村
晃
（
山
川
方
面
第
４
分
団
分

団
長
）
▼
佐
藤
哲
章
（
山
川
方
面

第
５
分
団
分
団
長
）
▼
猪
井
洋

三
（
美
郷
方
面
第
１
分
団
副
分
団

長
）

徳
島
県
消
防
協
会

◇
功
績
章

▼
栗
本
浩
志
（
鴨
島
方
面
第
２
分

団
分
団
長
）
▼
田
村
和
男
（
鴨
島

方
面
第
５
分
団
分
団
長
）
▼
中
川

貴
裕
（
鴨
島
方
面
第
６
分
団
分
団

長
）
▼
阿
部
通
彰
（
川
島
方
面
第

１
分
団
分
団
長
）
▼
重
本
等
（
川

島
方
面
第
９
分
団
分
団
長
）
▼
村

本
健
司
郞
（
山
川
方
面
第
４
分
団

副
分
団
長
）
▼
楠
本
三
千
男
（
山

川
方
面
第
５
分
団
副
分
団
長
）
▼

棟
本
誠
二
（
美
郷
方
面
第
３
分
団

部
長
）

◇
精
績
章

▼
辻
博
之
（
鴨
島
方
面
第
３
分
団

分
団
長
）
▼
筒
井
昌
量
（
鴨
島
方

面
第
12
分
団
分
団
長
）
▼
有
持
政

治
（
鴨
島
方
面
第
４
分
団
副
分
団

長
）
▼
田
中
満
男
（
鴨
島
方
面
第

７
分
団
副
分
団
長
）
▼
奥
本
將

夫
（
鴨
島
方
面
第
８
分
団
副
分
団

長
）
▼
登
正
明
（
鴨
島
方
面
第
10

分
団
副
分
団
長
）
▼
近
藤
進
（
川

島
方
面
第
６
分
団
副
分
団
長
）
▼

武
内
洋
治
（
川
島
方
面
第
３
分
団

部
長
）
▼
田
村
福
伸
（
川
島
方
面

第
４
分
団
部
長
）▼
上
田
裕
則（
川

島
方
面
第
７
分
団
部
長
）
▼
武
田

孝
人（
山
川
方
面
第
３
分
団
班
長
）

▼
石
本
秀
二
（
山
川
方
面
第
５
分

団
班
長
）
▼
山
下
哲
夫
（
山
川
方

面
第
５
分
団
班
長
）
▼
美
馬
剛
之

（
山
川
方
面
第
７
分
団
班
長
）
▼

村
岡
秀
貴
（
山
川
方
面
第
７
分
団

班
長
）
▼
新
開
利
彦
（
美
郷
方
面

第
２
分
団
副
分
団
長
）

　

こ
の
ほ
か
、
徳
島
県
消
防
協
会

長
感
謝
状
（
内
助
の
功
）
が
４
人

の
方
に
、
吉
野
川
市
分
会
長
表
彰

が
29
人
に
、
吉
野
川
市
長
表
彰
が

34
人
に
、
吉
野
川
市
消
防
団
長
表

彰
が
４
つ
の
分
団
に
、
阿
波
吉
野

川
警
察
署
長
感
謝
状
が
３
人
の
方

に
贈
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
退
職

消
防
団
員
へ
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。

新春恒例の消防団出初式

百
歳
の
誕
生
日

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

12
月
１
日
に
鴨
島
町
内
原
の
西

岡
武
夫
さ
ん
が
百
歳
の
誕
生
日
を

迎
え
ら
れ
、
徳
島
県
と
吉
野
川
市

か
ら
祝
い
状
を
贈
り
ま
し
た
。

　

西
岡
さ
ん
は
、
ス
ポ
ー
ツ
が
大

好
き
で
、
卓
球
で
は
全
国
大
会
で

活
躍
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
は
ケ
ア

ハ
ウ
ス
で
生
活
さ
れ
て
お
り
、
週

２
回
の
カ
ラ
オ
ケ
を
楽
し
ん
で
い

る
そ
う
で
す
。
誕
生
日
当
日
に
行

わ
れ
た
祝
う
会
で
は
得
意
の
演
歌

を
披
露
し
、
長
寿
の
秘ひ

訣け
つ

は
「
大

き
な
声
で
歌
う
こ
と
」
と
語
ら
れ

ま
し
た
。

　

吉
野
川
市
内
の
百
歳
以
上
の
長

寿
者
は
32
人
（
女
性
29
人
男
性
３

人
）
に
な
り
ま
し
た
。

西岡武夫さん

地域の安全を守る消防団員

吉
野
川
市
消
防
団
出
初
式

　

１
月
７
日
、
ア
メ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
で
、
吉
野
川
市
消
防
団
の
出

初
式
が
開
催
さ
れ
、
功
労
者
へ
の

表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
表
彰
の
受
賞
者
は
次
の
皆

さ
ん
で
す
（
敬
称
略
）。

日
本
消
防
協
会

◇
功
績
章

▼
板
川
秀
男
（
山
川
方
面
本
団
副

団
長
）

　
先
日
、
徳
島
県
人
権
啓
発
推
進

員
の
乾
和
彦
さ
ん
の
講
演
会
が
あ

り
ま
し
た
。
乾
さ
ん
は
青
年
期
前

半
ま
で
「
ふ
る
さ
と
」
を
隠
す
生

き
方
し
か
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
母
の
入
院
を
き
っ
か
け

に
、「
こ
の
ま
ま
同
和
問
題
か
ら

逃
げ
続
け
て
い
い
の
か
？
」
と
自

問
自
答
し
、「
ふ
る
さ
と
」
に
帰

る
決
意
を
し
ま
し
た
。
そ
の
後
教

員
と
な
り
、「
胸
張
っ
て
ふ
る
さ

と
を
名
乗
ろ
う
！
部
落
差
別
の
間

違
い
を
訴
え
て
い
こ
う
！
」
と
行

動
を
起
こ
し
始
め
ま
し
た
。

　
結
婚
差
別
に
直
面
し
た
と
き
、

多
く
の
仲
間
の
支
え
を
得
な
が
ら
、

彼
女
の
母
を
根
気
強
く
説
得
し
、

お
互
い
を
深
く
知
り
合
う
こ
と
で
、

結
婚
を
祝
福
し
て
も
ら
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
と
き
の
彼

女
の
母
の
表
情
は
、
明
る
く
穏
や

か
で
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
差
別

意
識
に
が
ん
じ
が
ら
め
に
縛
ら
れ

て
い
た
、
人
間
の
心
が
差
別
か
ら

解
放
さ
れ
た
瞬
間
で
し
た
。

　
ま
た
、「
人
の
値
う
ち
（
江
口

い
と
氏
の
詩
）」
の
ギ
タ
ー
弾
き

語
り
を
披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
で
「
人
び
と
は
い
つ
の
日
、 

こ
の
あ
や
ま
ち
に
、
気
づ
く
で
あ

ろ
う
か
」
と
い
う
一
節
が
心
に
し

み
ま
し
た
。
そ
し
て
、
自
分
が
間

違
っ
た
言
い
伝
え
や
偏
見
に
縛
ら

れ
て
い
た
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
は
差
別
を
許
し

て
い
る
社
会
の
仕
組
み
や
、
差
別

意
識
に
惑
わ
さ
れ
る
こ
と
な
く
、

差
別
の
本
質
を
見
抜
く
目
を
持
ち
、

自
分
自
身
、
そ
し
て
み
ん
な
が
幸

せ
に
な
る
道
を
探
し
た
い
と
思
い

ま
し
た
。

　
平
成
28
年
12
月
に
公
布
・
施
行

さ
れ
た「
部
落
差
別
解
消
推
進
法
」

の
第
一
条
に
は
、「
部
落
差
別
は

許
さ
れ
な
い
も
の
で
あ
る
と
の
認

識
の
下
に
こ
れ
を
解
消
す
る
こ
と

が
重
要
な
課
題
で
あ
る
」
と
明
記

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、

「
部
落
差
別
」
と
い
う
用
語
が
憲

政
史
上
初
め
て
使
わ
れ
て
お
り
、

国
が
部
落
差
別
の
存
在
を
認
め
、

差
別
の
解
消
を
推
進
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
定
め
た
点
に
お
い
て
、

非
常
に
意
義
が
あ
り
ま
す
。

　
一
部
の
人
を
排
除
す
る
よ
う
な

社
会
は
、
誰
も
幸
せ
に
な
れ
な
い

非
常
に
も
ろ
い
社
会
で
す
。
差
別

や
排
除
の
な
い
温
か
い
社
会
を
め

ざ
し
、
私
た
ち
自
身
が
身
近
な
こ

と
か
ら
行
動
を
起
こ
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

差
別
意
識
か
ら
の
解
放
に
よ

り
幸
せ
に

問
い
合
わ
せ

市
人
権
課
　
　
☎
22－

２
２
２
９

　
　
　
　
　
　
℻
22－

２
２
４
７

　



あ
わ
て
ら
れ
ん　

ど
ん
な
と
き
で
も
落
ち
着
き　

安
全
確
認

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》

四
宮　

綾
香
（
飯
尾
敷
地
小
学
校
６
年
）

「児童虐待かも？」と思ったら、迷わず児童相談所全国共通ダイヤル『189』へ連絡を!

平
成
29
年
度
徳
島
県
消

防
職
員
意
見
発
表
会
で

最
優
秀
賞
を
受
賞

　

徳
島
中
央
広
域
連
合
消
防
本
部

の
佐
竹
恭
兵
消
防
士
長
が
、
最
優

秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

佐
竹
さ
ん
は
、
救
急
活
動
に
お

い
て
外
国
人
を
対
象
に
利
用
さ
れ

て
い
る
多
言
語
音
声
翻
訳
ア
プ
リ

『
ボ
イ
ス
ト
ラ
』
を
ベ
ー
ス
に
総

務
省
消
防
庁
が
つ
く
っ
た
「
救
急

ボ
イ
ス
ト
ラ
」
を
宿
泊
施
設
に
普

及
さ
せ
る
よ
う
提
言
。
専
門
用
語

に
も
対
応
し
た
ア
プ
リ
に
よ
っ
て
、

通
報
時
点
で
詳
し
い
状
況
が
把
握

で
き
、
質
の
高
い
救
急
活
動
に
つ

な
が
る
と
主
張
し
、
見
事
最
優
秀

賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
受
賞
で
、同
本
部
か
ら
は

２
年
連
続
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

徳島中央広域連合消防本部
佐竹恭兵消防士長

文
化
財
防
火
訓
練

　

１
月
26
日
、
川
島
神
社
に
て
、

川
島
神
社
、
川
島
神
社
総
代
会
、

川
島
中
央
地
区
自
主
防
災
会
、
市

消
防
団
川
島
方
面
第
２
分
団
、
徳

島
中
央
広
域
連
合
東
消
防
署
の
協

力
を
得
て
、
文
化
財
保
護
を
目
的

と
し
た
防
火
訓
練
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

国
は
、
こ
の
日
を
「
文
化
財
防

火
デ
ー
」
と
定
め
て
お
り
、
本
市

で
も
毎
年
、
地
域
住
民
と
連
携
し

て
防
火
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。火元へ正確な放水

大切な初期消火

〈人　　　権　　　相　　　談〉
２月27日㈫ 13:30〜16:00 山川公民館研修室３

３月８日㈭ 13:30〜16:00 西麻植会館２階会議室

３月20日㈫ 13:30〜16:00 交流センター１階和室

〈行　　　政　　　相　　　談〉
３月５日㈪ 10:00〜12:00 山川公民館研修室１

３月６日㈫ 13:00〜15:30 川島公民館会議室　

３月８日㈭   9:00〜12:00 市役所本館１階相談室

〈司法書士会による無料法律相談〉
２月16日㈮ 10:00〜12:00 市役所本館１階相談室

３月16日㈮ 10:00〜12:00 市役所本館１階相談室

火　災

11
月 １件

累
計 14件

救急出動

11
月

148
件

累
計

1,791
件

※
累
計
は
平
成
29
年
１
月
か
ら
の
も
の

市
内
で
の
火
災
・
救
急
出
動

　
先
日
、
徳
島
県
人
権
啓
発
推
進

員
の
乾
和
彦
さ
ん
の
講
演
会
が
あ

り
ま
し
た
。
乾
さ
ん
は
青
年
期
前

半
ま
で
「
ふ
る
さ
と
」
を
隠
す
生

き
方
し
か
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
母
の
入
院
を
き
っ
か
け

に
、「
こ
の
ま
ま
同
和
問
題
か
ら

逃
げ
続
け
て
い
い
の
か
？
」
と
自

問
自
答
し
、「
ふ
る
さ
と
」
に
帰

る
決
意
を
し
ま
し
た
。
そ
の
後
教

員
と
な
り
、「
胸
張
っ
て
ふ
る
さ

と
を
名
乗
ろ
う
！
部
落
差
別
の
間

違
い
を
訴
え
て
い
こ
う
！
」
と
行

動
を
起
こ
し
始
め
ま
し
た
。

　
結
婚
差
別
に
直
面
し
た
と
き
、

多
く
の
仲
間
の
支
え
を
得
な
が
ら
、

彼
女
の
母
を
根
気
強
く
説
得
し
、

お
互
い
を
深
く
知
り
合
う
こ
と
で
、

結
婚
を
祝
福
し
て
も
ら
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
と
き
の
彼

女
の
母
の
表
情
は
、
明
る
く
穏
や

か
で
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
差
別

意
識
に
が
ん
じ
が
ら
め
に
縛
ら
れ

て
い
た
、
人
間
の
心
が
差
別
か
ら

解
放
さ
れ
た
瞬
間
で
し
た
。

　
ま
た
、「
人
の
値
う
ち
（
江
口

い
と
氏
の
詩
）」
の
ギ
タ
ー
弾
き

語
り
を
披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
で
「
人
び
と
は
い
つ
の
日
、 

こ
の
あ
や
ま
ち
に
、
気
づ
く
で
あ

ろ
う
か
」
と
い
う
一
節
が
心
に
し

み
ま
し
た
。
そ
し
て
、
自
分
が
間

違
っ
た
言
い
伝
え
や
偏
見
に
縛
ら

れ
て
い
た
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
は
差
別
を
許
し

て
い
る
社
会
の
仕
組
み
や
、
差
別

意
識
に
惑
わ
さ
れ
る
こ
と
な
く
、

差
別
の
本
質
を
見
抜
く
目
を
持
ち
、

自
分
自
身
、
そ
し
て
み
ん
な
が
幸

せ
に
な
る
道
を
探
し
た
い
と
思
い

ま
し
た
。

　
平
成
28
年
12
月
に
公
布
・
施
行

さ
れ
た「
部
落
差
別
解
消
推
進
法
」

の
第
一
条
に
は
、「
部
落
差
別
は

許
さ
れ
な
い
も
の
で
あ
る
と
の
認

識
の
下
に
こ
れ
を
解
消
す
る
こ
と

が
重
要
な
課
題
で
あ
る
」
と
明
記

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、

「
部
落
差
別
」
と
い
う
用
語
が
憲

政
史
上
初
め
て
使
わ
れ
て
お
り
、

国
が
部
落
差
別
の
存
在
を
認
め
、

差
別
の
解
消
を
推
進
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
定
め
た
点
に
お
い
て
、

非
常
に
意
義
が
あ
り
ま
す
。

　
一
部
の
人
を
排
除
す
る
よ
う
な

社
会
は
、
誰
も
幸
せ
に
な
れ
な
い

非
常
に
も
ろ
い
社
会
で
す
。
差
別

や
排
除
の
な
い
温
か
い
社
会
を
め

ざ
し
、
私
た
ち
自
身
が
身
近
な
こ

と
か
ら
行
動
を
起
こ
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

差
別
意
識
か
ら
の
解
放
に
よ

り
幸
せ
に

問
い
合
わ
せ

市
人
権
課
　
　
☎
22－

２
２
２
９

　
　
　
　
　
　
℻
22－

２
２
４
７

　

全国瞬時警報システム「Ｊ−アラート」
の情報伝達訓練を実施します

国民保護情報訓練
　訓練日時

３月14日（水）午前11時ごろ
●問い合わせ
　市防災対策課　☎22−2235　FAX22−2248



ゆ
ず
り
あ
い　

思
う
気
持
ち
が　

減
ら
す
事
故

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》

吉
村　

航
誠
（
西
麻
植
小
学
校
６
年
）

ひとりで悩まずに相談してください。
とくしま自殺予防センター　☎088（602）8911 ℻088（652）2327　9:00～16:00（土・日・祝日・年末年始除く）

平
成
30
年
度
ご
み
収
集
カ
レ
ン

ダ
ー
に
つ
い
て

　

平
成
30
年
度
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー

は
２
月
28
日
㈬
か
ら
自
治
会
を
通
じ
て

配
布
し
ま
す
。
自
治
会
未
加
入
世
帯
に

は
３
月
14
日
㈬
に
送
付
し
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ

市
運
転
管
理
セ
ン
タ
ー

　　
☎
25−

２
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　　
℻
25−

２
１
１
２

平
成
30
年
度
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

利
用
料
軽
減
事
業
の
申
し
込
み
に

つ
い
て

　

平
成
30
年
度
の
軽
減
事
業
を
希
望
す

る
方
は
、
各
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
備

え
付
け
の
申
込
書
に
記
入
し
、
３
月
９

日
㈮
ま
で
に
所
属
ク
ラ
ブ
ま
た
は
子
育

て
支
援
課
（
本
館
１
階
）
へ
申
込
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
平
成
29
年
度
に
お
い
て
利
用

料
軽
減
事
業
に
該
当
し
て
い
た
場
合
も
、

年
度
ご
と
の
申
し
込
み
（
審
査
）
が
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
申
込
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
軽
減
と
な
る
要
件
な
ど
に
つ
い
て
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
お
や
つ
代
お
よ
び
実
費
徴
収
分
は
、

軽
減
の
対
象
外
で
す
。

　
問
い
合
わ
せ

市
子
育
て
支
援
課　
☎
22−

２
２
６
６

　
　
　
　
　
　
　　
℻
22−

２
２
４
５

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.city.yoshinogaw

a.
lg.jp/docs/2017020700030/

油
を
流
さ
な
い
で
!!

〜
下
水
道
の
正
し
い
利
用
に

　
　
　
　
　
　
ご
協
力
く
だ
さ
い
〜

　

下
水
管
に
油
が
流
れ
込
む
と
、
冷
え

た
油
が
固
ま
っ
て
下
水
管
を
ふ
さ
ぎ
、

つ
ま
り
の
原
因
と
な
り
ま
す
。
下
水
管

が
つ
ま
っ
た
場
合
は
、
長
時
間
に
わ
た

り
排
水
が
で
き
な
く
な
り
、
風
呂
や
ト

イ
レ
の
使
用
が
困
難
に
な
り
ま
す
。

　

油
は
、
下
水
道
へ
排
出
し
な
い
よ
う

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
廃
食
用
油
は
指
定
場
所
で
回
収
を

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
リ
サ
イ
ク
ル
へ

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ

市
上
下
水
道
課　　
☎
22−

２
２
５
６

　
　
　
　
　
　
　　
℻
22−

２
２
５
４

奨
学
金
貸
与
の
申
し
込
み

　

平
成
30
年
度
の
奨
学
金
貸
与
を
行
い

ま
す
の
で
、
希
望
す
る
方
は
次
の
と
お

り
申
請
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

貸
与
要
件

①
経
済
的
理
由
に
よ
り
、
進
学
す
る
こ

と
が
困
難
な
方

②
向
学
意
欲
が
旺
盛
な
方

③
本
市
に
２
年
以
上
住
所
を
有
す
る
方

の
子
（
父
・
母
と
も
に
い
な
い
方
は
、

本
人
が
本
市
に
住
所
を
有
す
る
こ
と
）

貸
与
月
額

○
高
等
学
校　

県
立
高
等
学
校
の
全
日

制
課
程
の
授
業
料
に
相
当
す
る
金
額

（
１
０
０
０
円
未
満
切
り
捨
て
）

○
国
公
立
大
学　
　

２
万
円

○
私
立
大
学　
　
　

２
万
５
０
０
０
円

貸
与
金
の
償
還

　

大
学
卒
業
の
場
合
は
15
年
以
内
、
高

校
卒
業
の
場
合
は
20
年
以
内
の
均
等
償

還※
貸
与
金
は
無
利
子
で
す
。

必
要
書
類

①
奨
学
金
貸
与
申
請
書

②
所
得
課
税
証
明
書
（
子
ど
も
を
除
く

世
帯
全
員
分
）

※
所
得
課
税
証
明
手
数
料
は
無
料
（
申

請
書
①
の
提
示
が
必
要
）
で
す
。

③
住
民
票
の
写
し
（
謄
本
：
本
籍
地
入

り
）

④
在
学
証
明
書
ま
た
は
卒
業
証
明
書

⑤
誓
約
書

⑥
印
鑑
証
明
書

⑦
理
由
書

提
出
先　

学
校
教
育
課
（
東
館
３
階
）

申
込
期
間　

３
月
１
日
㈭
〜
30
日
㈮

※
申
請
関
係
書
類
は
学
校
教
育
課
（
東

館
３
階
）、
ま
た
は
各
支
所
（
川
島
・

山
川
・
美
郷
）
に
あ
り
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

市
学
校
教
育
課　　
☎
22−

２
２
７
３

　
　
　
　
　
　
　　
℻
22−

２
２
７
０



ゆ
ず
り
合
い　

や
さ
し
さ
運
転　

事
故
０
に

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》

武
市　

希
咲
（
鴨
島
小
学
校
６
年
）

不法投棄は大変な犯罪です!! もし不法投棄を見かけたら、ご連絡ください。
阿波吉野川警察署 ☎25－6110　市環境企画課 ☎22－2230 ℻22－2247

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
「
読
み

聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
募
集

　

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
と
は
「
絵
本

を
開
く
こ
と
で
、
誰
も
が
楽
し
く
、
赤

ち
ゃ
ん
と
ゆ
っ
く
り
心
ふ
れ
あ
う
ひ
と

と
き
を
持
て
る
よ
う
に
」
と
の
願
い
を

込
め
、
毎
月
１
回
実
施
さ
れ
る
市
の
４

カ
月
健
診
の
際
に
、
赤
ち
ゃ
ん
に
読
み

聞
か
せ
を
行
い
「
絵
本
」
と
「
赤
ち
ゃ

ん
が
絵
本
を
楽
し
む
体
験
」
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
す
る
事
業
で
す
。

募
集
人
数　

12
人
（
先
着
）

実
施
回
数
・
時
間　

１
人
あ
た
り
年
間

約
３
回
、
１
回
約
３
時
間
（
午
後
１
時

〜
４
時
）

申
込
方
法　

所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
郵
送
ま
た
は
持
参
に

よ
り
子
育
て
支
援
課
（
本
館
１
階
）
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込
用
紙
は
、

子
育
て
支
援
課
お
よ
び
各
支
所
（
川

島
・
山
川
・
美
郷
）
に
設
置
し
て
い
ま

す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

申
込
期
限　

３
月
16
日
㈮

　
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

市
子
育
て
支
援
課　
☎
22−

２
２
６
６

　
　
　
　
　
　
　　
℻
22−

２
２
４
５

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.city.yoshinogaw

a.
lg.jp/docs/2016030800082/

「
パ
ワ
ー
・
デ
イ
」
参
加
者
募
集

〜
気
持
ち
新
た
に
、

　
　
運
動
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
〜

対
象
者　

本
市
在
住
の
65
歳
以
上
で
、

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
な

い
方

※
一
年
以
上
期
間
が
あ
い
て
い
る
場
合

は
、
再
度
利
用
申
請
が
で
き
ま
す
。

利
用
期
間　

４
月
〜
６
月

実
施
場
所　

健
祥
会
吉
野
川
リ
ハ
ビ
リ

セ
ン
タ
ー（
川
島
町
川
島
１
０
６

−

２
）

☎
26−

３
０
１
０

　
　
　
　
　
　
　　
℻
26−

３
０
１
１

※
見
学
も
歓
迎
し
て
い
ま
す
。
実
施
場

所
ま
で
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

利
用
料　

２
５
０
円
／
１
回

利
用
限
度　

各
コ
ー
ス
週
１
回

申
請
に
必
要
な
も
の　

印
鑑

※
申
請
書
は
、
介
護
保
険
課
（
本
館
２

階
）、
各
支
所
（
川
島
・
山
川
・
美
郷
）、

健
祥
会
吉
野
川
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
に

あ
り
ま
す
。

申
込
期
限　

３
月
９
日
㈮

利
用
コ
ー
ス
・
運
動
の
内
容

【
水
中
運
動
（
入
門
・
向
上
）
コ
ー
ス
】

温
水
プ
ー
ル
で
歩
行
を
中
心
と
し
た
水

中
運
動

【
マ
シ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
（
入

門
・
向
上
）】
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
な

ど
を
使
用
し
た
運
動

　
問
い
合
わ
せ

市
介
護
保
険
課　　
☎
22−

２
２
６
５

　
　
　
　
　
　
　　
℻
22−

２
２
６
０

生
涯
学
習
講
座
〜
ド
キ
ド
キ

チ
ャ
レ
ン
ジ
〜
受
講
生
募
集

★
身
体
ニ
コ
ニ
コ
体
操
教
室

　

肩
こ
り
の
解
消
や
腰
痛
予
防
に
な
る

体
操
を
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
ア
ロ
マ

の
香
り
の
中
で
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

と
き　

３
月
13
日
㈫

　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

と
こ
ろ　

川
島
公
民
館　

２
階
ホ
ー
ル

※
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
あ
り
ま
せ
ん
。

講
師　

彦
上　

亜
依
さ
ん

受
講
料　

無
料

持
参
物　

飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
動
き
や

す
い
服
装

対
象
者　

本
市
に
住
民
登
録
の
あ
る
方

　
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

川
島
公
民
館　
☎
・
℻
25−

２
１
８
０

「
広
報
よ
し
の
が
わ
」
に
掲
載

す
る
広
告
主
を
募
集
し
ま
す

　

本
市
で
は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

お
よ
び
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
た

め
、「
広
報
よ
し
の
が
わ
」に
有
料
広
告

を
掲
載
す
る
企
業
な
ど
を
募
集
し
ま
す
。

　
「
広
報
よ
し
の
が
わ
」
は
、
毎
月
市

内
の
各
世
帯
、
ま
た
事
業
所
な
ど
に

約
１
８
，６
０
０
部
を
配
布
し
て
お
り
、

大
き
な
宣
伝
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

掲
載
希
望
の
場
合
は
、「
有
料
広
告

掲
載
申
込
書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
申
込
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
で

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）

　

な
お
、
広
告
料
な
ど
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
い

た
だ
く
か
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
枠
数　

１
号
広
告
（
10
枠
程
度
）

募
集
締
切　

２
月
28
日
㈬

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
市
の
要

綱
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。  

　
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

市
秘
書
広
報
課　　
☎
22−

２
２
０
３

　
　
　
　
　
　
　　
℻
22−

２
２
４
４

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.city.yoshinogaw

a.
lg.jp/docs/2010112400023/



あ
せ
ら
な
い　

飛
び
出
し
見
落
と
し　

事
故
の
も
と

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》

大
島　

蓮
果
（
知
恵
島
小
学
校
６
年
）

冬季の節電・省エネルギー対策について
～節電へのご協力をお願いします～

り
よ
だ
金
年
民
国

口
座
振
替
で
の
前
納
の
申
し

込
み
は
お
早
め
に

保
険
料
の
免
除
申
請
に
は

所
得
の
申
告
が
必
要
で
す

短
縮
年
金
の
請
求
手
続
き
は

お
済
み
で
す
か

保
険
料
の
納
付
は
口
座
振

替
が
お
得
で
す

社
会
保
険
労
務
士
会
に
よ
る

無
料
年
金
相
談
を
実
施
し
ま
す

　
平
成
29
年
７
月
分
か
ら
平
成
30

年
６
月
分
ま
で
の
保
険
料
が
「
全

額
免
除
」
ま
た
は
「
納
付
猶
予
」

と
な
っ
た
方
で
、
平
成
30
年
７
月

以
降
の
保
険
料
に
つ
い
て
も
、
引

き
続
き
免
除
や
猶
予
を
希
望
す
る

方
は
、
収
入
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、

平
成
29
年
中
の
所
得
を
申
告
し
て

く
だ
さ
い
。

　
申
告
の
日
時
や
場
所
は
、
広
報

よ
し
の
が
わ
１
月
号
に
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

※

所
得
が
０
円
で
あ
れ
ば
、
０
円

で
あ
る
と
い
う
申
告
が
、
保
険
料

の
免
除
な
ど
の
審
査
に
必
要
で
す
。

　
口
座
振
替
で
保
険
料
を
納
付
す

る
方
法
に
、
現
金
納
付
よ
り
も
割

引
額
が
大
き
く
て
お
得
な
「
２
年

前
納
」「
１
年
前
納
」「
６
カ
月
前

納
（
４
月
〜
９
月
分
）」
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
月
々
50
円
割
引

と
な
る
「
早
割
制
度
」
も
あ
り
ま

す
。

　
「
２
年
前
納
」「
１
年
前
納
」

「
６
カ
月
前
納
」
で
、
平
成
30
年

４
月
以
降
の
保
険
料
を
納
付
す
る

た
め
に
は
、
２
月
28
日
㈬
ま
で
に

手
続
き
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

問
い
合
わ
せ

徳
島
北
年
金
事
務
所

　
☎
０
８
８（
６
５
５
）０
９
１
１

市
国
保
年
金
課
　

☎
22－

２
２
１
３

　
　
　
　
　
　
　

℻
22－

２
２
４
３

　
年
金
を
受
け
取
る
た
め
に
必
要

な
保
険
料
の
納
付
期
間
が
、「
25

年
」
か
ら
「
10
年
」
に
短
縮
さ
れ

ま
し
た
。
対
象
と
な
る
方
に
は

「
短
縮
」
と
記
載
さ
れ
た
黄
色
の

封
筒
（
Ａ
４
サ
イ
ズ
）
が
届
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
ま
だ
請
求
を
し
て
い
な
い
方
は
、

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
に
予
約
の
う

え
、
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

　

予
約
先

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
０
５
７
０（
０
５
）１
１
６
５

徳
島
北
年
金
事
務
所

　
☎
０
８
８（
６
５
５
）０
２
０
０

　
次
の
と
お
り
、
社
会
保
険
労
務

士
会
に
よ
る
無
料
年
金
相
談
を
実

施
し
ま
す
。

　
年
金
事
務
所
で
の
相
談
と
同
じ

よ
う
に
、
各
種
年
金
の
請
求
お
よ

び
届
け
書
の
受
け
付
け
も
で
き
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※

事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

相
談
日
時
・
場
所

▽
２
月
22
日
㈭
　
午
前
10
時
〜
午

後
３
時
／
本
館
１
階
相
談
室

▽
３
月
22
日
㈭
　
午
前
10
時
〜
午

後
３
時
／
本
館
１
階
相
談
室

※

基
礎
年
金
番
号
が
分
か
る
も
の
、

印
鑑
、
本
人
確
認
書
類
、
ね
ん
き

ん
定
期
便
な
ど
が
必
要
で
す
。

　

問
い
合
わ
せ

街
角
の
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー
徳
島

（
オ
フ
ィ
ス
）

　
☎
０
８
８（
６
５
７
）３
０
８
１

市
国
保
年
金
課
　

☎
22－

２
２
１
３

　
　
　
　
　
　
　

℻
22－

２
２
４
３

　
「
第
17
回
吉
野
川
市
リ
バ
ー
サ
イ
ド

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
」
に
昨
夏
ロ
ン
ド
ン
で

開
催
さ
れ
た
世
界
陸
上
男
子
マ
ラ
ソ
ン
日

本
代
表
で
「
公
務
員
ラ
ン
ナ
ー
」
と
し
て

知
ら
れ
る
川
内
優
輝
さ
ん（
埼
玉
県
職
員
）

が
招
待
選
手
と
し
て
出
場
し
ま
す
。

　

川
内
選
手
は
国
内
外
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会

で
実
績
を
残
し「
最
強
の
市
民
ラ
ン
ナ
ー
」

と
し
て
有
名
で
、２
０
１
４
年
の「
と
く
し

ま
マ
ラ
ソ
ン
」に
も
出
場
し
優
勝
し
ま
し
た
。

　

吉
野
川
市
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
に
は
初
出
場
で
、
日

本
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
走
り
を
間
近
に
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
大
会
前
日
（
３
月
10
日
㈯
）
午
後
３
時
か
ら
鴨
島
体
育
館

で
講
演
会
を
行
い
、
子
ど
も
た
ち
に
マ
ラ
ソ
ン
の
楽
し
さ
を
伝
え
て

く
れ
ま
す
。

　

講
演
会
の
参
加
対
象
は
小
学
４
年
〜
中

学
３
年
で
定
員
約
１
０
０
人
。
参
加
無
料

で
す
が
、
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
問
い
合
わ
せ

リ
バ
ー
サ
イ
ド
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

実
行
委
員
会
事
務
局☎22

−

２
２
７
１

℻
22

−

２
２
７
０

～
吉
野
川
市
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
～

3/11

川
内
優
輝
選
手

　
　
　
　
を
招
待
! !



大
丈
夫　

思
っ
た
瞬
間　

事
故
を
呼
ぶ

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》

井
野　

晏
士
（
川
島
小
学
校
６
年
）

[空調]　重ね着などをして、室温20℃を心がける｡

働くことを希望する若者の
就労・悩み相談
　働くことを希望している15歳～ 39
歳までの若者を対象に、これからのこと
を一緒に考えます。子どもの自立に悩む
家族の相談も実施します。　
　相談は無料で、秘密は厳守しますので、
気軽にご相談ください。
※事前に予約が必要です。
とき
○２月23日㈮　午後１時～４時
○３月20日㈫　午後１時～４時
ところ　ハローワーク吉野川
　　　　２階会議室
問い合わせ
あわ地域若者サポートステーション
☎088（637）7553
℻088（696）2510

巡回職業相談
対象者　職業相談希望の方
内容　県内求人情報の提供と職業相談、
職業についての知識や就職の心構えにつ
いて指導
※雇用保険の受け付けは行いません。
【川島】
とき　３月14日㈬
　　　午後１時30分～２時30分
ところ　こだま会館
【山川】
とき　４月９日㈪
　　　午前10時～11時30分
ところ　八坂会館
問い合わせ
ハローワーク吉野川
☎24−2166　℻22−0410

阿波吉野川警察署だより
忍び寄るサイバー犯罪
～サイバー犯罪のトラブル対策～　　　　　　　
　インターネットを利用したサイ
バー犯罪に関する徳島県警への相
談件数が増え続けています。「私
だけは大丈夫！」と思わず、サイ
バー犯罪の被害者にならないよう
日ごろから十分注意してください。
☆サイバー犯罪ってなあに？
　サイバーとは、コンピュータ技
術や電気通信技術を悪用した犯罪
の総称で、大きく３つに分類され
ます。
①コンピュータや電磁的記録を対
象とした犯罪
②ネットワークを利用した犯罪
③不正アクセス禁止法違反
☆インターネットオークションを
利用するうえでの注意点
○サイトの注意事項や取引相手の
住所、名前、電話番号などをよく
確認しましょう。
○相手の振込口座が間違いないか
確認し、振り込みの控えなどを保
管しておきましょう。
○第三者仲介サービスを利用し、
あらかじめ解約やクレームの対処
方法を取り引き相手と相談してお
きましょう。
○不審点があれば取り引きを中止
しましょう。
☆架空請求メールがきてしまった
ら
○支払わず、無視しましょう。
○相手と連絡をとらないでくださ

第202回
まちかどコンサート
出演者　ラビット９、カマ
ンベールJeeje,s、その他
多数
※フリーライブの演奏者を
募集しています（１組10
分程度）。
とき　２月18日㈰
　　　午後１時～４時
ところ　鴨島駅前通り（五
九郎わくわくサロン内およ
び周辺（雨天決行）

連絡先
まちかどコンサート実行委
員会
☎24−2400
℻24−3725（鎌田）

い。
○脅しや悪質な取り立てなどによ
り身の危険を感じたら、最寄りの
警察署に相談しましょう。
☆不正請求をされた場合
○慌てて支払わず、契約が有効か
冷静に判断しましょう。
○有料サイトを閲覧する場合には、
サイト名、アドレス、閲覧日時な
どを記録しておきましょう。
○不当請求された場合は、架空請
求メールと同様の注意が必要です。
☆実在するショッピングサイトを
模倣した詐欺サイトにご注意くだ
さい
○公式価格より非常に安価で商品
を販売している。
○サイト内の表記や、返信メール
に誤表記や誤記が多い。
○支払い方法が口座振込しかなく、
振込先が外国人名義の個人口座で
ある。
このような場合は特に注意してく
ださい。

問い合わせ
阿波吉野川警察署
☎25−6110　℻25−6133
鴨島町交番　☎24−2331

清掃ボランティアの
ご案内
　除草作業、清掃作業を行い
ます。
江川湧水源周辺
集合場所
　江川湧水源「いやしの舎」
　（吉野川医療センター西側）
作業日時
　３月１日㈭
　午前６時30分～７時30分
多津美橋～江川・鴨島公園
集合場所
　多津美橋あずまや
　（鴨島第一中学校西側）
作業日時
　３月１日㈭
　午前７時～８時

問い合わせ
ＮＰＯ法人江川エコフレンド
☎090（2892）6463
℻24−5113（瀬尾）



あ
わ
て
る
な　

見
え
な
い
角
に　

車
あ
り

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》

大
村　

千
穂
花
（
学
島
小
学
校
６
年
）

お
し
え
て
!!
　歯
医
者
さ
ん

第
22
回

詰
め
物
の
材
料

②
金
属

　
い
わ
ゆ
る
銀
歯
の
こ
と
で
す
。

金
属
色
で
す
の
で
見
た
目
の
点
で

は
劣
り
ま
す
が
、
硬
く
て
丈
夫
で

す
の
で
、
か
む
力
が
強
く
か
か
る

歯
に
は
向
い
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、

詰
め
物
が
取
れ
に
く
い
よ
う
に
余

分
に
歯
を
削
る
必
要
が
あ
り
、
型

取
り
を
す
る
の
で
、
治
療
は
最
低

で
も
２
回
か
か
り
ま
す
。

③
セ
ラ
ミ
ッ
ク

　
セ
ラ
ミ
ッ
ク
と
は
陶
材
の
こ
と

で
す
。
透
明
感
が
あ
り
き
れ
い
で
、

歯
垢
も
つ
き
に
く
く
変
色
し
な
い

で
す
が
、
欠
け
や
す
い
の
が
欠
点

で
し
た
。
し
か
し
、
最
近
で
は
歯

と
同
じ
く
ら
い
の
強
度
の
あ
る
新

し
い
セ
ラ
ミ
ッ
ク
も
開
発
さ
れ
、

こ
の
欠
点
は
改
善
さ
れ
つ
つ
あ
り

ま
す
。
治
療
の
回
数
に
つ
い
て
は
、

大
抵
は
数
回
か
か
り
ま
す
。

　
以
上
、
代
表
的
な
材
料
を
説
明

し
ま
し
た
が
、
症
例
に
よ
っ
て
は

使
用
で
き
な
い
材
料
も
あ
っ
た
り
、

治
療
費
の
面
で
も
保
険
適
用
か
自

費
治
療
か
の
問
題
も
あ
り
ま
す
の

で
、
詳
し
く
は
か
か
り
つ
け
の
歯

科
医
院
に
ご
相
談
下
さ
い
。

【
吉
野
川
市
歯
科
医
師
会
】

　
お
口
の
質
問
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
下
記
ま
で
メ
ー
ル
ま
た
は
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

質
問
　

　
歯
に
小
さ
い
穴
が
あ
い

て
い
る
の
で
治
療
を
受
け
た
い
の

で
す
が
、
ど
ん
な
詰
め
物
が
あ
る

の
で
し
ょ
う
か
？

　

回
答
　

　
日
常
の
歯
科
治
療
で
使

わ
れ
て
い
る
詰
め
物
の
材
料
に
は
、

い
く
つ
か
の
種
類
が
あ
り
ま
す
。

見
た
目
が
き
れ
い
な
も
の
、
硬
く

て
丈
夫
な
も
の
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ

の
長
所
と
短
所
が
あ
る
の
で
、
虫

歯
の
大
き
さ
、
前
歯
か
奥
歯
か
、

か
む
力
の
強
さ
な
ど
も
考
慮
し
な

が
ら
、
患
者
さ
ん
の
希
望
や
歯
の

状
態
に
合
っ
た
材
料
が
選
択
さ
れ

て
い
ま
す
。

①
コ
ン
ポ
ジ
ッ
ト
レ
ジ
ン

　
コ
ン
ポ
ジ
ッ
ト
レ
ジ
ン
と
は
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
の
こ
と
で
す
。
特
徴

と
し
て
は
、
材
料
の
色
調
が
何
段

階
も
あ
る
の
で
、
歯
の
色
に
合
わ

せ
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
ま
た
、

詰
め
る
た
め
に
歯
を
削
る
量
が
少

な
く
て
済
み
、
詰
め
る
場
所
に

よ
っ
て
は
、
そ
の
日
に
治
療
が
完

了
し
ま
す
。
た
だ
し
、
時
間
が
経

つ
と
着
色
し
た
り
、
劣
化
し
て
欠

け
た
り
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
大

き
な
虫
歯
の
治
療
や
、
か
む
力
が

強
く
か
か
る
歯
に
は
不
向
き
で
す
。

●お口の質問について（窓口）●
市秘書広報課　メールアドレス hishokouhou@yoshinogawa.i-tokushima.jp　FAX 22-2244

[空調]　窓には厚手のカーテンを掛ける｡

文化研修センター通信
　○平成29年度後期講座修了作品展・発表会
★作品展　３月16日㈮～ 18日㈰
午前９時～午後５時（18日は午後４時まで）
★発表会　３月17日㈯～ 18日㈰・３月21日㈬㈷
午前９時～午後５時（18日は午後４時、21日は正午
まで）
平成29年後期講座生による作品展・発表会を開催し
ます。
　○平成30年度文化研修センター前期講座案内
受付期間　２月９日㈮～３月12日㈪
　　　　　午前９時～午後５時
受付場所　文化研修センター事務局

受講料　10回コース　５千円（税込）　
　　　　20回コース　１万円（税込）
※詳細は講座案内をご覧ください。市内の公民館や文
化施設などにあります。
※各種講座については下記の表をご覧ください。
　○特別講演会
とき　３月25日㈰　午後１時30分から
演題　世界でいちばん貧しい大統領「ムヒカさんの
メッセージ」
講師　艸

くさ

場
ば

　よしみさん
入場料　無料（整理券が必要）
問い合わせ・申し込み
文化研修センター　☎22−0015　FAX22−0016

鴨島公民館だより
★江川わくわくホール・イベント案内
○鴨島公民館元気まつり
とき　３月25日㈰　正午～午後３時
※楽しい催しを準備しています。
★講座案内（参加費無料）
○子どもえいが会～リトルモンスター～
とき　2月24日㈯　午前10時30分から
○健康セミナー
～長寿社会を生き抜くための体づくり～
とき　３月7日㈬　午後３時～４時
○ＦＰから学ぶ「くらしとお金」
～老後の投資運用の方法は？～
とき　3月17日㈯　午前10時～ 11時30分
★募集
○平成30年度講座・教室生を募集します。
受け付け　３月18日㈰　午前８時30分から
申込書設置場所
※２月19日㈪から設置

吉野川市役所、各地区公民館、町内の各銀行・郵便局・
量販店
○平成30年度の講座・教室のボランティア講師を募
集します。気軽に声をおかけください。
○ピアノ発表会出演者を募集
～スタインウェイのグランドピアノを弾いてみませんか？～
とき　５月13日㈰　午後１時から
参加費　無料
定員　20人（年齢不問）
申込締切　３月10日㈯
※定員超過の場合は抽選となります。
★お知らせ
　公民館での忘れ物・落とし物をしていませんか？
　車の鍵、財布、服、手袋、帽子、靴、アクセサリー
など他にも有ります。心当たりのある方は、見に来て
ください。
問い合わせ・申し込み
鴨島公民館
☎24−5111　℻24−5113

講　座　名 講　師 時　　間

10
　
回
　
コ
　
ー
　
ス

クラフトバンド 近藤　恭子 月 10 : 00～12 : 00
絵手紙 海原　敏文 月 10 : 00～12 : 00
自然の素材を織る 島田ひろみ 月 13 : 00～17 : 00
楽しいオカリナ 森見　美子 月 19 : 30～21 : 00
茶道（裏） 酒井　宗美 月 19 : 00～21 : 00
NEW　はじめての民謡三味線 工藤秀圭幸 火 10 : 00～12 : 00
楽しいペン字 長井あゆみ 火 10 : 00～11 : 30
編物・手芸 森　　悦子 火 13 : 00～15 : 00
NEW　歴史講座　日本と阿波 沖野　勝徳 火 13 : 30～16 : 00
童謡・唱歌・愛唱歌 一宮　佳苗 火 13 : 30～15 : 00
しゃべり方教室 宮本　武敏 火 19 : 00～20 : 30
かずら工芸　 家形笑美子 木 10 : 00～15 : 00
現代水墨画 加統　勢一 木 13 : 30～15 : 30
パッチワーク 仁田　和子 木 13 : 30～15 : 30
七宝焼 山田　和子 金   9 : 00～12 : 00
英会話 新居　　博 金 13 : 30～15 : 30
写真とテーマ 小倉　隆人 金 18 : 30～20 : 30
戸塚刺しゅう 石川　節子　金 13 : 00～16 : 00
和裁 杉野　恵子 金 13 : 00～17 : 00
楽しい篆

てんこく

刻 射場　少藍 金 19 : 00～21 : 00
童話・絵本の音読 宮本　武敏 金 19 : 00～20 : 30
素敵なビーズアクセサリー 松本加容子 土 10 : 00～12 : 00

平成30年度前期講座
講　座　名 講　師 時　　間

10
回
コ
ー
ス

花で生活を楽しむ 近藤佐起江 土 10 : 00～12 : 00
いけ花（池坊） 谷本　秀翠 土 10 : 00～12 : 00
短歌 日向　海砂 土 10 : 00～12 : 00
ねんどの花クレイアート 竹内　房子 土 13 : 00～17 : 00

20
　
回
　
コ
　
ー
　
ス

初級Ａ・養生太極扇 吉川安輝子 月 10 : 30～11 : 30
さくら初級長唄三味線 稀音家四郎五郎 月 14 : 00～16 : 00
初級太極拳Ｂ・24式 新居理恵子 月 19 : 30～20 : 30

陶芸 森本　俊彦　火 10 : 00～12 : 00
13 : 00～15 : 00

すっきりヨガ 尾崎ひとみ 火 19 : 00～20 : 00
大正琴 山本　源淑 水   9: 00～11 : 00
ヨーガ禅 高田　順子 水 10 : 00～11 : 30
藍染め 藤井　和栄 木   9 : 00～11 : 00
実用書道 寺内　金子 木 13 : 00～15 : 00
楽しい民謡 藤本秀森寿 木 19 : 00～21 : 00
32式太極剣 黄　　　麗 木 18 : 50～19 : 50
32式太極拳 黄　　　麗 木 20 : 00～21 : 00
木目込人形 小林　鳳美 金 10 : 00～12 : 00
楽しく学びま書Ⅱ 河野　多美 金 19 : 00～21 : 00
いけ花（未生流笹岡）岡田　和甫 土 13 : 30～16 : 00
着物着付け 桑田　律子 土 14 : 00～16 : 00
民謡三味線 藤本秀六幸 土 19 : 00～21 : 00
洋画 下　時治郎秀臣 土 19 : 00～21 : 00



運
転
中　

ス
マ
ホ
見
な
い
で　

前
を
み
て

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》

椙
村　

明
日
美
（
山
瀬
小
学
校
６
年
）

お
し
え
て
!!
　歯
医
者
さ
ん

第
22
回

詰
め
物
の
材
料

②
金
属

　
い
わ
ゆ
る
銀
歯
の
こ
と
で
す
。

金
属
色
で
す
の
で
見
た
目
の
点
で

は
劣
り
ま
す
が
、
硬
く
て
丈
夫
で

す
の
で
、
か
む
力
が
強
く
か
か
る

歯
に
は
向
い
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、

詰
め
物
が
取
れ
に
く
い
よ
う
に
余

分
に
歯
を
削
る
必
要
が
あ
り
、
型

取
り
を
す
る
の
で
、
治
療
は
最
低

で
も
２
回
か
か
り
ま
す
。

③
セ
ラ
ミ
ッ
ク

　
セ
ラ
ミ
ッ
ク
と
は
陶
材
の
こ
と

で
す
。
透
明
感
が
あ
り
き
れ
い
で
、

歯
垢
も
つ
き
に
く
く
変
色
し
な
い

で
す
が
、
欠
け
や
す
い
の
が
欠
点

で
し
た
。
し
か
し
、
最
近
で
は
歯

と
同
じ
く
ら
い
の
強
度
の
あ
る
新

し
い
セ
ラ
ミ
ッ
ク
も
開
発
さ
れ
、

こ
の
欠
点
は
改
善
さ
れ
つ
つ
あ
り

ま
す
。
治
療
の
回
数
に
つ
い
て
は
、

大
抵
は
数
回
か
か
り
ま
す
。

　
以
上
、
代
表
的
な
材
料
を
説
明

し
ま
し
た
が
、
症
例
に
よ
っ
て
は

使
用
で
き
な
い
材
料
も
あ
っ
た
り
、

治
療
費
の
面
で
も
保
険
適
用
か
自

費
治
療
か
の
問
題
も
あ
り
ま
す
の

で
、
詳
し
く
は
か
か
り
つ
け
の
歯

科
医
院
に
ご
相
談
下
さ
い
。

【
吉
野
川
市
歯
科
医
師
会
】

　
お
口
の
質
問
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
下
記
ま
で
メ
ー
ル
ま
た
は
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

質
問
　

　
歯
に
小
さ
い
穴
が
あ
い

て
い
る
の
で
治
療
を
受
け
た
い
の

で
す
が
、
ど
ん
な
詰
め
物
が
あ
る

の
で
し
ょ
う
か
？

　

回
答
　

　
日
常
の
歯
科
治
療
で
使

わ
れ
て
い
る
詰
め
物
の
材
料
に
は
、

い
く
つ
か
の
種
類
が
あ
り
ま
す
。

見
た
目
が
き
れ
い
な
も
の
、
硬
く

て
丈
夫
な
も
の
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ

の
長
所
と
短
所
が
あ
る
の
で
、
虫

歯
の
大
き
さ
、
前
歯
か
奥
歯
か
、

か
む
力
の
強
さ
な
ど
も
考
慮
し
な

が
ら
、
患
者
さ
ん
の
希
望
や
歯
の

状
態
に
合
っ
た
材
料
が
選
択
さ
れ

て
い
ま
す
。

①
コ
ン
ポ
ジ
ッ
ト
レ
ジ
ン

　
コ
ン
ポ
ジ
ッ
ト
レ
ジ
ン
と
は
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
の
こ
と
で
す
。
特
徴

と
し
て
は
、
材
料
の
色
調
が
何
段

階
も
あ
る
の
で
、
歯
の
色
に
合
わ

せ
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
ま
た
、

詰
め
る
た
め
に
歯
を
削
る
量
が
少

な
く
て
済
み
、
詰
め
る
場
所
に

よ
っ
て
は
、
そ
の
日
に
治
療
が
完

了
し
ま
す
。
た
だ
し
、
時
間
が
経

つ
と
着
色
し
た
り
、
劣
化
し
て
欠

け
た
り
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
大

き
な
虫
歯
の
治
療
や
、
か
む
力
が

強
く
か
か
る
歯
に
は
不
向
き
で
す
。

●お口の質問について（窓口）●
市秘書広報課　メールアドレス hishokouhou@yoshinogawa.i-tokushima.jp　FAX 22-2244

[照明]　不要な照明をできるだけ消す｡

吉野川市障害者差別解消支援地域協議会を設置しました

●問い合わせ　市社会福祉課障がい福祉係　☎22−2263　FAX22−2260

吉野川市障害者差別解消支援地域協議会を設置しました
　障害者差別解消法第17条第１項の規定に基づき、「吉野川市障害者差別解消支援地域協議会」を
平成29年10月に設置しました。
　協議会では、障害を理由とする差別に関する相談および当該相談に係る事例を踏まえた障害を理
由とする差別を解消するための取り組みを効果的かつ円滑に行うため、次に掲げる事項について協
議します。
（１）障害を理由とする差別に関する紛争の防止及び解決を図るべき事案の共有及び分析
（２）障害を理由とする差別の背景及び課題の整理
（３）障害を理由とする差別の防止に係る関係機関の連携

　　協議会の構成機関は次のとおりです。

社会福祉法人凌雲福祉会 徳島県司法書士会吉野川支部
障害者支援施設野菊の里 吉野川公共職業安定所
中央広域障がい者生活支援センターはくちょう 徳島県阿波吉野川警察署
地域活動支援センターことじ 吉野川市社会福祉協議会
吉野川市身体障害者会 吉野川市小学校校長会
吉野川市手をつなぐ育成会 吉野川市中学校校長会
吉野川市医師会 吉野川市教育委員会
吉野川商工会議所 吉野川市福祉事務所
吉野川市商工会 吉野川市人権課



そ
ん
な
ん
い
ら
ん　

言
わ
ず
に
つ
け
て
ね　

も
み
じ
マ
ー
ク

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》

藤
本　

ま
な
み
（
川
田
小
学
校
６
年
）

[照明]　照明器具を購入するときは、省エネ型の
電球形蛍光ランプやＬＥＤ電球等を選択する｡

　

訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ

サ
ー
ビ
ス
）
は
、
利
用
者
本
人
の
た
め
の

介
護
や
援
助
が
基
本
で
す
。
本
人
の
自
力

で
は
困
難
で
、
身
近
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
く

れ
る
人
が
い
な
い
場
合
に
提
供
さ
れ
る

サ
ー
ビ
ス
で
す
。
本
人
の
援
助
に
直
接
該

当
し
な
い
こ
と
や
、
日
常
生
活
上
の
家
事

の
範
囲
を
超
え
る
こ
と
な
ど
は
、
サ
ー
ビ

ス
の
対
象
外
に
な
り
ま
す
。

　

要
支
援
１
・
２
の
方
や
事
業
対
象
者
は
、

介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
の

訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
（
身
体
介
護
が
中
心
＋

生
活
援
助
）
と
訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
生
活
緩

和
型
（
生
活
援
助
）
の
利
用
と
な
り
ま
す
。

　

訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
う
ち
、「
身
体

介
護
」
に
つ
い
て
は
、
食
事
、
入
浴
、
排

せ
つ
な
ど
の
生
活
動
作
が
で
き
ず
介
助
を

必
要
と
す
る
場
合
に
、
同
居
家
族
の
有
無

な
ど
に
か
か
わ
ら
ず
利
用
で
き
ま
す
。

　
「
生
活
援
助
」
に
つ
い
て
は
、
一
人
暮

ら
し
の
利
用
者
、
ま
た
は
同
居
家
族
が
障

が
い
や
病
気
な
ど
の
た
め
に
家
事
を
行
う

こ
と
が
困
難
で
あ
る
場
合
に
利
用
で
き
ま

す
。
同
居
家
族
が
い
て
も
、
家
族
が
介
護

疲
れ
で
共
倒
れ
な
ど
の
深
刻
な
問
題
が
起

き
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
場
合
、
家
族
が

高
齢
に
よ
る
筋
力
低
下
な
ど
で
行
う
の
が

難
し
い
家
事
が
あ
る
場
合
や
、
家
族
が
仕

事
な
ど
で
長
時
間
に
わ
た
り
不
在
で
日
中

に
利
用
者
が
必
要
と
す
る
援
助
が
で
き
な

い
場
合
な
ど
、
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ

る
場
合
に
も
利
用
で
き
ま
す
。

　

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
は
利
用
者
本
人
の
自

立
の
サ
ポ
ー
ト
が
役
割
で
す
。
本
人
や
家

族
が
「
で
き
る
こ
と
」
と
「
で
き
な
い
こ

と
」
を
話
し
合
い
、
で
き
な
い
部
分
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

　

利
用
者
が
、
い
つ
ま
で
も
自
分
ら
し
い

生
活
を
継
続
で
き
る
よ
う
、
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
と
相
談
し
な
が
ら
、
利
用
者
本
人

や
家
族
の
状
況
に
応
じ
た
必
要
な
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

●問い合わせ　市介護保険課介護保険係　☎22−2264　FAX22−2260

みんなで支えよう
～介護保険～
みんなで支えよう
～介護保険～

　在宅で利用できるサービスのひとつに、ホームヘルパーが
訪問し、「身体介護」や「生活援助」を行ってくれる訪問介
護サービスがあります。　　

第５回　訪問介護サービス

身体介護
●食事や入浴の介護
●オムツの交換、排せつの介助
●衣類の着脱の介助
●体位変換
●洗髪、つめ切り、身体の清

せい
拭
しき

●通院の付き添い　など
生活援助
●食事の準備や調理
●衣類の洗濯や補修介助
●掃除や整理整頓
●ベッドメイク
●生活必需品の買い物
●薬の受け取り　など

訪問介護サービスの対象となるもの

●家族全員分の食事の準備や洗濯など、利用者
　本人以外のための家事
●主に利用者が使用する居室等以外の掃除
●来客の応対（お茶や食事の手配）
●自家用車の洗車や清掃
●犬の散歩などペットの世話
●留守番
●草むしりや花木の手入れ
●家具や電気器具などの移動や模様替え、修繕
●室内外の家の修理、ペンキ塗り
●大掃除、ガラス磨き、ワックスがけ
●正月の準備など手間をかけてする調理
●医療行為
●預貯金の引き出しなど金銭や貴重品の取り扱い
●緊急時の救急車への同乗・付き添い

訪問介護サービスの対象とならないもの

塩
分
に
つ
い
て

　
生
命
を
維
持
す
る
た
め
に
食
塩
は

必
要
不
可
欠
で
す
。
し
か
し
、
食
塩

を
取
り
す
ぎ
る
と
、
高
血
圧
、
心
臓

病
、
が
ん
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
習

慣
病
を
招
く
恐
れ
が
あ
る
た
め
食
事

の
際
は
、
注
意
が
必
要
で
す
。
日
本

人
の
食
事
摂
取
基
準
（
１
日
あ
た
り

の
食
塩
相
当
量
）
は
、
男
性
８
ｇ
未

満
、
女
性
７
ｇ
未
満
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
れ
を
目
指
し
て
少
し
ず
つ
減

ら
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
食
品
購
入
の
際
に
は
、
栄
養

成
分
表
示
を
比
較
し
て
食
塩
相
当
量

な
ど
が
少
な
い
も
の
を
選
び
ま
し
ょ

う
。

　
薄
味
で
も
お
い
し
く
食
べ
る
コ
ツ

は
、
「
蒸
す
」
「
茹
で
る
」
な
ど
の

調
理
法
を
活
用
し
た
り
、
か
つ
お
節

や
昆
布
な
ど
の
だ
し
を
使
っ
た
り
す

る
こ
と
で
す
。

　
フ
ラ
イ
や
刺
身
を
食
べ
る
時
の

ソ
ー
ス
や
し
ょ
う
ゆ
は
、
小
皿
に
入

れ
て
少
量
を
つ
け
た
り
、
レ
モ
ン
や

ゆ
ず
な
ど
酸
味
で
代
用
し
た
り
、
香

味
野
菜
や
香
辛
料
を
使
う
こ
と
で
独

特
の
風
味
や
辛
味
で
味
に
メ
リ
ハ
リ

が
つ
き
、
塩
分
が
少
な
め
で
も
満
足

感
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
な
お
、

め
ん
類
を
食
べ
る
際
は
汁
を
残
す
よ

う
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　
３
月
号
は
、
「
バ
ラ
ン
ス
の
良
い

食
事
」
に
つ
い
て
掲
載
し
ま
す
。

●問い合わせ 市介護保険課介護予防係　☎22－2265　FAX22－2260

平成29年度 介護予防サポーター育成講座

１回目：９月

３回目：11月

２回目：10月

《グループワークの様子》
《閉 講 式》

　介護予防サポーター育成講座は、受講後に地域の介護予防活動の中心ボランティアになるための講座
です。3日間の研修時の様子をご紹介します。

　『介護予防の必要性』、『高齢者のからだの特徴』
について講義を受け、高齢者の疑似体験をした後、
講師の田村英司さん（鴨島病院 理学療法士）から
『貯筋体操・ストレッチ体操』を教わりました。

　講師の田村英司さん（鴨島病院 理学療法士）から、
『ボール・タオル・チューブを使っての介護予防体操』、
住友祐介さん（鴨島病院 作業療法士）から、認知症予防の
ための『遊びリテーションを含む予防方法』を学びました。

《疑似体験の様子》
　目にすりガラス状のゴーグルをつけ、手袋をはき、
手足に重りをつけた状態で小豆をつまむという作業
をしました。

　高齢化が進む中、市民の皆さん一人一人の
介護予防・健康づくりが大切です。自分ので
きる活動をひとつひとつ積み重ねることで地
域の介護予防活動につながっていきます。

　介護予防サポーターとなった皆さんと、地域での介護予防活動や、次年度のリハビリ教室などの開催など、
介護予防活動を地域へとつなげていきます。みなさんの参加をお待ちしています。



信
号
を　

守
ら
な
あ
か
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こ
わ
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で
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交
通
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語
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年
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[電力消費機器]　冷蔵庫は設定温度を「弱」に変え、扉を開ける
時間を減らし、食品を詰め込み過ぎないようにする。

塩
分
に
つ
い
て

　
生
命
を
維
持
す
る
た
め
に
食
塩
は

必
要
不
可
欠
で
す
。
し
か
し
、
食
塩

を
取
り
す
ぎ
る
と
、
高
血
圧
、
心
臓

病
、
が
ん
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
習

慣
病
を
招
く
恐
れ
が
あ
る
た
め
食
事

の
際
は
、
注
意
が
必
要
で
す
。
日
本

人
の
食
事
摂
取
基
準
（
１
日
あ
た
り

の
食
塩
相
当
量
）
は
、
男
性
８
ｇ
未

満
、
女
性
７
ｇ
未
満
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
れ
を
目
指
し
て
少
し
ず
つ
減

ら
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
食
品
購
入
の
際
に
は
、
栄
養

成
分
表
示
を
比
較
し
て
食
塩
相
当
量

な
ど
が
少
な
い
も
の
を
選
び
ま
し
ょ

う
。

　
薄
味
で
も
お
い
し
く
食
べ
る
コ
ツ

は
、
「
蒸
す
」
「
茹
で
る
」
な
ど
の

調
理
法
を
活
用
し
た
り
、
か
つ
お
節

や
昆
布
な
ど
の
だ
し
を
使
っ
た
り
す

る
こ
と
で
す
。

　
フ
ラ
イ
や
刺
身
を
食
べ
る
時
の

ソ
ー
ス
や
し
ょ
う
ゆ
は
、
小
皿
に
入

れ
て
少
量
を
つ
け
た
り
、
レ
モ
ン
や

ゆ
ず
な
ど
酸
味
で
代
用
し
た
り
、
香

味
野
菜
や
香
辛
料
を
使
う
こ
と
で
独

特
の
風
味
や
辛
味
で
味
に
メ
リ
ハ
リ

が
つ
き
、
塩
分
が
少
な
め
で
も
満
足

感
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
な
お
、

め
ん
類
を
食
べ
る
際
は
汁
を
残
す
よ

う
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　
３
月
号
は
、
「
バ
ラ
ン
ス
の
良
い

食
事
」
に
つ
い
て
掲
載
し
ま
す
。

●問い合わせ 市介護保険課介護予防係　☎22－2265　FAX22－2260

平成29年度 介護予防サポーター育成講座

１回目：９月

３回目：11月

２回目：10月

《グループワークの様子》
《閉 講 式》

　介護予防サポーター育成講座は、受講後に地域の介護予防活動の中心ボランティアになるための講座
です。3日間の研修時の様子をご紹介します。

　『介護予防の必要性』、『高齢者のからだの特徴』
について講義を受け、高齢者の疑似体験をした後、
講師の田村英司さん（鴨島病院 理学療法士）から
『貯筋体操・ストレッチ体操』を教わりました。

　講師の田村英司さん（鴨島病院 理学療法士）から、
『ボール・タオル・チューブを使っての介護予防体操』、
住友祐介さん（鴨島病院 作業療法士）から、認知症予防の
ための『遊びリテーションを含む予防方法』を学びました。

《疑似体験の様子》
　目にすりガラス状のゴーグルをつけ、手袋をはき、
手足に重りをつけた状態で小豆をつまむという作業
をしました。

　高齢化が進む中、市民の皆さん一人一人の
介護予防・健康づくりが大切です。自分ので
きる活動をひとつひとつ積み重ねることで地
域の介護予防活動につながっていきます。

　介護予防サポーターとなった皆さんと、地域での介護予防活動や、次年度のリハビリ教室などの開催など、
介護予防活動を地域へとつなげていきます。みなさんの参加をお待ちしています。



事
故
の
な
い　

や
さ
し
い
道
路　

思
い
や
り

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》

中
川　

紋
里　
（
川
田
西
小
学
校
６
年
）

[電力消費機器]　テレビを省エネモードに設定し､
画面の輝度を下げ、不要な時は消す｡

●問い合わせ 市健康推進課　☎22－2268　FAX22－2245

それって、いつもの風邪ですか？

□　痰の絡む咳が２週間以上続いている
□　微熱・身体のだるさが２週間以上続いている

　本市では、結核に感染する人が増えており、最近では、若い人にも感染が増えています。
　結核は、排菌している人が咳をすることで空気中にまき散らされ、他の人が吸い込むことによっ
て感染します。自分では、風邪だと思っていても、実は結核に感染している可能性もあります。上
記の症状があてはまる方は、病院で受診しましょう。
　
　平成29年度の肺がん（結核）検診では65歳～69歳の方の受診が少ないという結果がでています。
　結核検診は「感染症法」で定められている検診です。
　退職などにより職場健診を受ける機会がなくなった65歳以上の方は、市が実施している肺がん
（結核）検診を受けましょう。

上記の項目の両方にチェックが入る場合には、結核の可能性があります。

１歳未満のお子さんの保護者の方へ！
　結核の予防の１つに「ＢＣＧ」という予防接種があります！
　乳幼児は結核に対する抵抗力が弱いので、全身性の結核症にかかったり、結核
性髄膜炎になる可能性もあります。
　ＢＣＧは、乳幼児期の結核を防ぐ効果が確認されているので、生後１歳までに
必ず受けるようにしましょう。

結核にご注意を！！

0
5
10
15
20
25
30
35
40

平成29年度肺がん（結核）巡回検診受診率
男性　　女性

65歳～69歳 70歳～74歳 75歳～79歳 80歳以上

7.9％

15.1％
12.8％

21.4％

28.7％
34.2％

25.7％
22.4％

7.9％
12.8％

34.2％

22.4％

28.7％

平成29年度肺がん（結核）巡回検診の状況

年　齢

対象者

受診者数

受診率

70～74歳

2,911人

501人

17.2％

75～79歳

1,970人

626人

31.8％

80歳以上

4,127人

967人

23.5％

65～69歳

3,983人

456人

12.3％

（％）

結核にご注意を！！
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[電力消費機器]　便座保温・温水の設定温度を下げ、不使用時はふたを閉める｡

施設名 子育て支援センター
ちびっこドーム

子育て支援館
ぶどうの木 鴨島児童館 鴨島南児童館 近久児童館 八坂児童館

場所
川島町桒村
2421番地1

（川島こども園内）　　　　　

鴨島町鴨島440番地２
（認定こども園めぐみ

幼稚園めぐみ保育園北側）
鴨島町知恵島
1208番地2

鴨島町飯尾
550番地76

川島町学字近久
157番地2

山川町安楽寺
165番地

連絡先 TEL 0883-25-6616
FAX 0883-25-6617

TEL(FAX) 0883-38-9117
TEL 0883-24-2435

TEL
FAX 0883-24-2379 TEL

FAX 0883-22-2277 TEL
FAX 0883-25-4985 TEL

FAX 0883-42-6828

開館日 月～土 月～金 月～土 月～土 月～土 月～土

開館時間 9時～ 17時 9時～ 15時 10時～ 18時（月～金）
13時～ 18時（土曜日） ９時30分～ 18時 9時～ 17時30分（月～金）

13時～ 17時30分（土曜日）
10時～ 17時30分（月～金）
13時～ 17時30分（土曜日）

1 木 D親子 自由遊び A親子
0,1歳児

イザヤ先生と
英語で遊ぼう！ Ｄ 自由遊び Ｐ★児 硬筆教室 D 自由遊び P幼・児 ひなまつり

制作

2 金 A親子 ひなまつり Ｄ親子 自由遊び
身体測定

A親子
Ｐ児 ひなまつり Ａ★親子　　　　

Ｐ★児
製作を楽し
もう D 自由遊び P★児 英語教室

3 土 A★親子 楽しい親子の
筆ペン硬筆教室 Ｐ 自由遊び Ａ★親子　　　　

Ｐ★児
ひなまつり会
＆クッキング D 自由遊び P 自由遊び

4 日

5 月 A親子 ゆきこおばちゃ
んと遊ぼう Ａ★親子　　お楽しみ会　予約

スタート2/19 ～ Ａ★親子 ＢＰプログラム Ｄ 自由遊び A親子 英語教室 P幼・児 おやつ作り

6 火 D親子 自由遊び Ａ★親乳 ベビー
マッサージ Ｄ 自由遊び Ａ親子　　ほっとティー

ブレイク　　　　　　　P児 英語教室 P幼・児 ダルクローズ
リトミック

7 水 A親子 子育て
何でも相談

Ａ親子
2歳児

コアラ
ルーム Ｐ児 俳句教室 Ａ親子

Ｐ★児 英会話教室 D 自由遊び

8 木 D親子 身体計測 Ａ★親子 人形劇
“おだんごパン” Ｄ 自由遊び Ａ★親子　　　　　　　

Ａ親子　　
乳幼児子育て広場
育児相談 P児 茶道 D 手芸の日

9 金 P親子 キラキラスト
ラップ作り Ａ親子 のんびり

ティータイム Ｄ 自由遊び Ａ★親子　　　　
Ｐ★児

リズム体操
お話会 P親子・児 手芸 D 自由遊び

10 土 D親子 自由遊び Ｐ 自由遊び Ａ★親
Ｐ★児

ぴよぴよ広場
保護者役員会 P児 プチ生け花 P 自由遊び

11 日

12 月 A親子 こどものため
の食育サロン Ａ親子 園庭開放

子育て相談 Ａ★親子 ＢＰプログラム Ｄ 自由遊び P親子・児 手芸 P★児 絵画教室

13 火 A親子
P★親子

絵本の読み聞かせ
LetｓEnjoyEnglish Ａ★親 ヘッドスパ Ｐ★児 絵画教室 Ａ★親子　　　　　　　

Ａ親子　　
リトミック
ほっとティーブレイク D 自由遊び P幼・児 子育て広場

14 水 A★親子 バス遠足 Ａ★親子 お誕生日会 Ａ親子
Ｐ児 紙芝居の日 Ａ親子

Ｐ★児 英会話教室 P幼・児 おやつ作り

15 木 D親子 自由遊び Ａ親子
0,1歳児

カンガルー
ルーム Ａ★親子 助産師による産後身

体メンテナンス教室 Ｐ★児 硬筆教室 D 自由遊び A★親子 ベビー
マッサージ

16 金 D親子 自由遊び D親子 自由遊び Ａ★親子 母と子のための
ハンドマッサージ Ｐ★児 茶道教室　　D 自由遊び D 自由遊び

17 土 A★親子 春の森を
作ろう Ｐ 自由遊び Ａ★親子　　　　

Ｐ★児 お誕生会 D★児 親子遠足 P 自由遊び

18 日
19 月 D親子 自由遊び Ｄ親子 自由遊び Ａ★親子 ＢＰプログラム Ｐ★児 絵画教室 D 自由遊び D 自由遊び

20 火 A★親子 ピラティス
体験会 Ａ★親子 ファースト

サイン Ｄ 自由遊び Ａ 親 子　　　　　　　
Ｐ★児

ほっとティーブレイク
書道教室 D 自由遊び D 自由遊び

21 水

22 木 A★親子 赤ちゃんヨガ＆
ベビーマッサージ Ｄ親子 自由遊び Ａ親子

P児
絵本の読み聞かせ
茶道クラブ Ｄ 自由遊び P児 茶道 D 手芸の日

23 金 A★親子 誕生会・
写真撮影 Ｄ親子 自由遊び Ｐ★児 生け花クラブ Ｄ 自由遊び D 自由遊び D 自由遊び

24 土 D親子 自由遊び Ａ★親子
Ｐ親子

ＪＡＸＡコズミッ
クカレッジ
おもちゃ病院

Ｄ★児 お別れ遠足 P児 愛館日 P 自由遊び

25 日

26 月 D親子 身体計測 Ａ親子 園庭開放
子育て相談 Ａ★親子 ＢＰプログラム Ｄ 自由遊び D 自由遊び P サイエンス

ショー

27 火 A親子 リトリト☆
リトミック Ｄ親子 自由遊び Ｐ★児 絵画教室 Ａ親子　　ほっとティー

ブレイク　 　　　　　　　　A親子・児 スプリング
フェスティバル D★児 お別れ遠足

28 水 D親子 自由遊び Ｄ親子 自由遊び Ｄ 自由遊び Ａ親子
Ｐ★児 英会話教室 D 自由遊び

29 木 D親子 自由遊び Ｄ親子 自由遊び Ｄ 自由遊び Ｄ 自由遊び D 自由遊び P 絵本の日
30 金 D親子 自由遊び Ｄ親子 自由遊び Ｄ 自由遊び Ｄ 自由遊び D 自由遊び D 自由遊び
31 土 臨時休館 Ｐ 自由遊び Ｄ 自由遊び D 自由遊び P 自由遊び

※詳細については、直接施設までお問い合わせください。※上記の行事予定が、やむを得ない事情により予告なく変更となる場合がありますのでご了承ください。

吉野川市 子育て支援施設 ３月の行事予定
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。
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夜間・休日在宅当番医表

２月・３月

☆平日／ 18時～22時  ☆休日／ 9時～13時、14時～18時、19時～22時
☆○印は、休日診療日
☆吉野川市ホームページにも「夜間・休日当番医」の案内があります。
☆日本中央テレビ、ケーブルネットおえでも放送しています。
☆変更になる場合がありますので、当番医または徳島中央広域連合
　（☎26−1190）で必ずご確認のうえ受診してください。
☆問い合わせ／市健康推進課　☎22−2268　℻22−2245

２月 ３月 医　院　名 電話番号
14 22 いぬい産科婦人科クリニック 22−1230
15 24 石原内科循環器科 24-2536
16 23 リバーサイドクリニック岡田 24-8884
17 19 中西内科クリニック 42-6755
⑱ 糸田川クリニック 24-7555
19 27 森 住 内 科 医 院 22-3010
20 26 麻名内科外科クリニック 26-0020
21 29 さ く ら 診 療 所 42-5520
22 ⑱ 古本内科クリニック 24-7377
23 ㉕ 渡 辺 医 院 24-7177
24 ㉑ 美 摩 病 院 24-2957
㉕ 梶 本 胃 腸 科 内 科 24-2413
26 四 宮 医 院 25-2016
27 糸 田 川 眼 科 24-2531
28 杉 山 医 院 25-2802

1 松 永 医 院 42-2110

２月 ３月 医　院　名 電話番号
2 矢 田 医 院 25-2006
3 木 村 内 科 胃 腸 科 24-6413
④ 和 田 耳 鼻 咽 喉 科 24-2566
5 谷 医 院 42-2353
6 鈴木内科（敷地） 24-5880
7 阿 部 整 形 外 科 24-4880
8 鈴木内科（喜来） 24-3413
9 岸 整 形 外 科 25-3133
10 鴨 島 病 院 24-6565
⑪ 石 原 小 児 科 24-2388
12 富 本 医 院 42-3123
13 杏 和 医 院 22-0333
14 工 藤 内 科 医 院 42-3113
15 大 内 整 形 外 科 24-3058
16 井 内 内 科 24-3070
17 高橋皮膚科クリニック 24-5122

２月 ３月 医　院　名 電話番号
20 鴨 島 耳 鼻 咽 喉 科 24-8070
28 グリーン耳鼻咽喉科 24-2488
30 かなめ小児科内科クリニック 26-0310
31 あ お ぞ ら 内 科 22-1311

●徳島市夜間休日急病診療所（☎088−622−3576）
●県立中央病院（☎088−631−7151）
〈月～土〉　8時30分～19時30分　最寄りの医療機関
　　　　　19時30分～22時30分

徳島市夜間休日急病診療所
　　　　　22時30分～翌8時30分　県立中央病院
〈日・祝日〉　9時00分～17時00分

徳島市夜間休日急病診療所
　　　　　18時00分～22時30分

徳島市夜間休日急病診療所
　　　　　22時30分～翌8時30分　県立中央病院
●吉野川医療センター（旧麻植協同病院）（☎26−2222）
　診療日　日曜日
　診療時間　９時～16時（直接問い合わせてください）

●問い合わせ　市介護保険課（地域包括支援センター）　☎22−2265　FAX22−2260

小児救急医療体制

３月の介護予防教室

３月のリハビリ教室

３
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月

日 曜日 時　　　間 場　　　所 地区 内　　　容

1 木
9:00 〜 10:30 忌部農業構造改善センター 山 川

健
　
　
　
　
康
　
　
　
　
相
　
　
　
　
談

13:00 〜 14:30 鍛治屋敷公会堂 川 島
2 金 9:00 〜 10:30 川島公民館岡山分館 川 島

5 月
9:00 〜 10:30 南町集会所 山 川

13:00 〜 14:30 瀬詰老人会館 山 川
9 金 9:00 〜 10:30 三ツ島西公会堂 川 島

12 月 13:00 〜 14:30 飯尾敷地地区公民館・飯尾敷地コミュニティーセンター 鴨 島
13 火 9:00 〜 10:30 川島老人福祉センター 川 島
14 水 9:00 〜 10:30 川島公民館久保田分館 川 島
20 火 13:00 〜 14:30 山川公民館 山 川

22 木
9:00 〜 10:30 牛島地区公民館 鴨 島 栄 養 の お 話

13:00 〜 14:30 山路東原集会所 鴨 島 口腔（こうくう）ケア

23 金
9:00 〜 10:30 森山地区公民館 鴨 島 栄 養 の お 話

13:00 〜 14:30 東山老人憩の家 美 郷 口 腔 ケ ア

26 月
9:00 〜 10:30 鴨島老人福祉センター 鴨 島

13:00 〜 14:30 知恵島老人憩の家 鴨 島 楽 し い 脳 体 操
27 火 9:00 〜 10:30 川島公民館山田分館 川 島 栄 養 の お 話

28 水
9:10 〜 10:30 中古井広域集落センター 美 郷 栄 養 の お 話
9:00 〜 10:30 こだま会館 川 島

※健康手帳をご持参ください。　　※資料がある場合があります。眼鏡が必要な方はご持参ください。
※健康相談の受付時間は、基本的に開始時刻から30分間です。

３
　
　
月

日 曜日 時　　　間 場　　　所 地区 内　　　容
9 金 9:00 〜 11:00 川島公民館本町分館 川 島 ・血圧測定

・体力測定（握力・２ステップ）
・理学療法士による個別運動指導
・集団体操

13 火 9:00 〜 11:00 元木会館 山 川
14 水 13:30 〜 15:30 山瀬地区公民館 山 川
19 月 9:30 〜 11:30 西麻植地区公民館 鴨 島
26 月 13:00 〜 15:00 大東・江川公会堂 鴨 島



[電力消費機器]　 長時間使わない機器はコンセントからプラグを抜く｡
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ま
れ
ま
し
た
。

　
広
報
係
の
私
た
ち
も
、
会
場

の
内
外
で
皆
さ
ん
の
笑
顔
に
ふ

れ
、
楽
し
く
写
真
を
撮
影
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
い
よ
い
よ
大
人
の
仲
間
入
り

で
す
ね
。
こ
れ
か
ら
は
、
自
分

の
発
言
や
行
動
に
は
責
任
を
持

ち
、
失
敗
を
恐
れ
ず
何
事
に
も

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
く
だ
さ
い
。

（
編
）

◆開室時間
　午前10時～午後６時
◆２月、３月の休室日
火曜日、祝日、年度末図書整理日（３月16
日㈮～21日㈬㈷）、臨時休室日（３月25日㈰）
◆ボランティアグループ「よみっこ★か～
も」による絵本のよみきかせ会
　とき　３月10日㈯　午前10時30分
　ところ　２階和室
　参加費　無料
◆新刊案内
　【一般書】
　　「墨の香」　　　　　　　梶よう子　著
　　「西郷どん！前編・後編」
　　　　　　　　　　　　　林真理子　著　　
　　「ミステリークロック」　貴志祐介　著
　【児童書】
　　「サケが帰ってきた！」　奥山文弥　著
　　「こねてのばして」
　　　　　　　　　ヨシタケシンスケ　著

鴨島図書室（鴨島公民館内）
☎24−5111　FAX24−5113

◆開館時間
　午前10時～午後６時
◆２月、３月の休室日
水曜日、祝日、月末資料整理日
（２月27日㈫、３月30日㈮）
◆写真展「庭先の四季～春～」
　川村泰史
　とき　３月３日㈯～ 25日㈰
　ところ　１階ロビー
　入場料　無料
◆「川島町文化伝承グループによ
　るふるさとのおはなし会」
　とき　３月24日㈯
　　　　午後１時30分～２時30分
　ところ　川島図書館２階
　受講料　無料

◆開館時間
　午前10時～午後６時
◆２月、３月の休室日
月曜日、祝日、月末資料整理
日（２月23日㈮、３月30日
㈮）、蔵書点検（２月28日㈬
～３月９日㈮）
◆おはなし会
３月10日㈯、午後２時から
（約30分間）／毎月第２土曜
日開催
◆子ども映画会
３月17日㈯（メイク・マイン・
ミュージック）、３月31日㈯
（ピーターパン）
午後２時から（約１時間）

川 島 図 書 館
☎25−3141　FAX25−5382

山 川 図 書 館
☎42−5222　FAX26−4101

図  書  だ  よ  り広
報
よ
し
の
が
わ

１
月
号
の
訂
正

　

４
ペ
ー
ジ
下
段
に
記
載
の
「
教
育
委
員
任
命
に
つ
い
て
」
の
記
事
に
お
い
て
、「
桑
原
奈
麻
美
」
氏
の
「
桑
」
の
字
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
正
し
く
は
「
桒
原
奈
麻
美
」
氏
で
す
。
訂
正

し
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。



大切な思い出を心ゆくまで語り合っていただけたら…

TEL. 0883 24-8989
吉野川市鴨島町鴨島471-2

法要・ご会食プランのご案内
●5,400円コース………
●6,480円コース
●7,560円コース

8品 ●無料送迎バス（少人数
●お料理は旬の素材を用いますので、
季節により料理内容が変わります。

●法要引き出物ご手配させて頂きま
●お弁当の宅配も承ります。

料理長の会席おすすめ3コース（各コース 税・サ込）

………

……

9品
10品

可）

す。

慶事法事・各種宴会

（有）クリーンエンゼル
各種ごみの処理いたします!!

ご一報ください。お見積もり無料です。

吉野川市川島町山田字芝生39番地6

ごみのことならおまかせください!

5,400 4,320 5,400 6,480

2018年（
平

成
30年

）2月
号

通
巻

161号
発

行
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吉
野

川
市

　
編
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総
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部
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書
広

報
課

〒
776-8611  徳

島
県

吉
野

川
市

鴨
島

町
鴨

島
115-1

TEL 0883-22-2203　
FAX 0883-22-2244　

U
RL  http://w

w
w

.city.yoshinogaw
a.lg.jp/

E-m
ail  m

ail@
yoshinogaw

a.i-tokushim
a.jp

再
生

紙
と

植
物

油
イ

ン
キ

を
使

用
。

広
報
よ
し
の
が
わ

広
報
よ
し
の
が
わ
２

市
指
定
ご
み
袋
の

料
金
改
定
に
つ
い
て

１
月
１
日
か
ら
、
も
や
せ
る
ご
み
袋
（
大
10
枚
入
り
）
を
２
０
０
円
か
ら
２
５
０
円
に
、
も
や
せ
る

ご
み
袋
（
中
10
枚
入
り
）
を
１
７
０
円
か
ら
２
０
０
円
に
料
金
改
定
し
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　
市
運
転
管
理
セ
ン
タ
ー
　
☎
25－

２
１
１
１

　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
25－

２
１
１
２
　

FAX

事故で
困ったな…

保険って
難しいな…

誰かに
聞きたいな…

ユートピア保険サービス

ご相談ください。あなたの心がスッキリするまで
お話しさせて頂きます。

ユートピア保険サービスユートピア保険サービス


